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職場体験プログラム職場体験プログラム 消防団の活躍！
台風１８号による大雨について

消防団の活躍！



平成27年9月9日平成27年9月9日
台風18号通過に伴う大雨について台風18号通過に伴う大雨について

●時間による警戒及び対処

9月9日、台風18号から変わった温帯低気圧と台風17号の影響で、関東から東北地方に「線状降雨帯」が
発生し記録的な大雨となりました。下野市でも市内各所で浸水被害が発生しました。
このたびの水害により被災されました方々に心よりお見舞いを申しあげます。
また、市内におきましては、石橋地区消防組合、下野市消防団、下野警察署、下野市建設業協同組合をはじめ、
関係機関の皆様には、市民の生命と財産を守るべくご尽力いただき、心より敬意を表するとともに感謝を申
しあげます。

午後１時38分
午後２時20分

午後６時44分
午後７時55分
午後９時５分

午後10時30分

午後11時23分

【９月10日】
午前０時20分

午前６時

午前７時30分
午前10時
午後０時23分
午後２時
午後５時
午後５時30分
午後５時30分
午後８時
午後11時55分
【９月11日】
午前０時９分

担当部署による警戒態勢をとり、市内巡回を実施。
消防団に準備配備　指令
河川の巡視及び橋の両側に配置し、警戒を行う。
【気象情報】大雨（土砂災害）・洪水警報　発表
【気象情報】土砂災害警戒情報　発表
【対策本部】 第１回災害対策本部会議　開催
　　　　　 本部長、副本部長、消防長、消防団長他

本部員20名が国分寺庁舎に参集、待機
【避難勧告】避難勧告　発令
　　　　　 姿川流域の上古山、細谷、箕輪、砂田（関

根井）、川中子の45世帯、約120人対象。
消防団員により個別訪問を行う。

【気象情報】大雨（土砂災害・浸水害）・洪水警報　
発表

【気象情報】 大雨特別（土砂災害・浸水害）・洪水 
警報　発表

【対策本部】第２回災害対策本部会議　開催
　　　　　 全職員に対してメール配信、主幹以上の

職員招集要請155名
【対策本部】第３回災害対策本部会議　開催
【対策本部】第４回災害対策本部会議　開催
【気象情報】大雨特別（土砂災害）・洪水警報　発表
【対策本部】第５回災害対策本部会議　開催
【対策本部】第６回災害対策本部会議　開催
【避難勧告】避難勧告　解除
【対策本部】災害対策本部　解散（準備配備へ移行）
【気象情報】大雨特別（土砂災害）警報　発表
【気象情報】土砂災害警戒情報　解除

【気象情報】大雨警報　解除

越流により削られた堤防

箕輪橋から古城公園をみて

逃げ遅れた住民を救助する隊員

姿橋(細谷)から下流をみて

【９月９日】
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問
１

●避難所の状況

避難所 世帯数 人数

上古山集落センター １ ２

中大領公民館 ７ １６

箕輪公民館 ４ １１

国分寺公民館 ３ １０

国分寺西小学校 ４ ８

ふれあい館 ５ ２１

スポーツ交流館 １ ２

合　計 ２５ ７０

宮前橋東側県道での交通規制緑地区にてポンプ車7台で排水作業

箕輪地区にて越流する堤防に土嚢を積む

下野市消防団の活躍
　今回の災害において下野市消防団は、避難勧告が出さ
れた住宅全てを回り、市内の巡視・河川の警戒を実施し、
浸水地域では交通規制や河川の越流防止のため土嚢の
設置など、徹夜での作業を実施しました。述べ680人の
団員が雨の降る夜間の作業は危険を伴うにもかかわらず、
大塚団長の指揮のもと、「自分たちのまちは自分で守る」
の精神で、日ごろの訓練の成果を如何なく発揮しました。
あらためて、心より感謝を申しあげます。

水に浸かった稲

●主な被害状況等

（１）人的被害
（２）住家被害

（３）土砂災害
（４）車両水損
（５）道路被害

（６）アンダー冠水

（７）橋梁通行止め

（８）農作物被害

（９）農業生産施設被害

（10）公園被害

無し
床上浸水８軒、床下浸水５軒
宅地内流入21軒
無し
４台（川中子２台、下古山２台）
道路流失１か所、路肩洗掘６か所、
通行止め及び交通規制９か所（復旧９か所）
１か所（しもつけアンダー２：スーパーオー
タニ西側）
11橋（弥五郎次橋、関沢橋、東田橋、細谷橋、
姿橋、上河原橋、雷橋、宮前橋、御使者橋、
紫橋、姿橋）通行止め解除（９月11日０時）
水稲、いちご（苗）、きゅうり、なす、ブロッ
コリー、にら、ねぎ７品目
被害面積59.6ha、　被害想定金額75,107
千円（9月18日10時現在）
護岸損壊３か所、用排水路・農地への土
砂等堆積44か所、農道損壊２か所
姿川近隣の公園で冠水２か所（みのわ古城
公園、蔓巻公園）
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

9月26日～ 27日、グリムの森において、「グリムの森フェスティバル」
が盛大に開催され、3,300人もの来場者でにぎわいました。
オープニングは上三川高等学校書道部による書道パフォーマンス。
その後「森の音楽会」やAiSONIQのコンサートが行われました。
2日目には、南河内中学校美術部による

グリム童話賞入賞作品の紙芝居が上演さ
れ、毎年好評の「グリムジャンボのり巻づ
くり」や宇都宮商業高等学校による「フラッ
シュ・モブ」、とちおとめ25によるコンサー
トが行われ盛りあがりました。

9月22日に栃木県理容生活衛生同業組
合（山本賢司理事長）が清掃ボランティ
アを実施しました。お揃いのTシャツで
青年部会員約80名が下野市大光寺の倉
浪リーダーを中心に旧石橋町周辺・文教
通り・姿川長田橋の各ポイントを1日かけ
て清掃しました。下野市・宇都宮市・栃
木市・壬生町で収集したごみは70kgにな
り、姿川・黒川・江川の河川清掃で収集
したごみは3,410kgになりました。
今後も地域ボ

ランティア活動
を続けていきま
すのでご協力を
お願いします。

須﨑スイさん（大
正4年8月生）が百歳
を迎えられ、市長か
ら祝詞とお祝いの品
を贈呈しました。
須﨑さんは、糸紡

ぎや折紙、編み物で
ティッシュカバーな
どを作り、楽しんでおられました。また、好き嫌いな
く食事もおいしくいただけるそうです。特に肉と刺身
は大好きですと笑顔で話されていました。
いつまでもお元気でお過ごしください。

秋葉泰代さん（大正4年8月生）が百歳を迎えられ、
市長から祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
秋葉さんは、昔、和裁や琴を習っていたそうです。
今は、食事もおいしくいただき、施設内ではリハビリ
をしたり、昼寝、
テレビを見たり
と、楽しく過ご
されています。
いつまでもお
元気でお過ごし
ください。

第4回グリムの森フェスティバルが開催されました

百歳おめでとうございます

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
７
回
目
で
す
。
今
年
も
お
楽
し
み
に
！

地域ボランティア活動報告

敬老会を開催しました

9月18日、国分寺聖武館において、約600人の皆様にお越しい
ただき、敬老会が盛大に開催されました。
玉川カルテットさんのショーや保育園児による発表を楽しみ

ました。久しぶりに会う友人な
どと話がはずむ光景も見られ、
みなさんの笑顔と拍手で閉会と
なりました。
これからもお元気でお過ごし

ください。
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

小山歯科医師会と下野市の共催によ
り、平成27年度8020（ハチマルニイマル）
運動表彰式を9月18日の敬老会の席上で
行いました。8020運動とは、80歳になっ
ても自分の歯を20本以上保とうという
運動です。今回は、34名の方が表彰さ
れました。
健康的な生活習慣を実践している人

は歯の健康状態もよい人が多いといわ
れており、健康づくり推進の目標であ
るといえます。若いうちからの健康づ
くりを実践しましょう！

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

姿
川
に
か
か
る
橋
の
数
は
い
く
つ
で
し
ょ
う
？

問
2

８０２０(ハチマルニイマル)運動表彰
敬老会の席上で受賞式を行いました

浅 原　 菊 子
飯 沼　 恭 子
池 田　 ス ミ
伊 澤　 四 郎
伊 澤　 唯 夫
伊 藤　 幸 吉

井 上　 米 子
岩 崎　 晋 輔
上 野　 治 利
海老原　忠夫
海 老 原　 福
遠 藤　 清 武

及 川　 正 明
大 田　 美 代
大 橋　 雍 髙
岡 田　 マ サ
柏 原　 勲
倉 井　 清 子

篠 原　 義 男
白 岩　 て ゑ
杉本　八重子
須 﨑　 展 子
須 藤　 照 子
関　 惟 夫

田中　 三郎
長 島　 壽 一
濵 田　 葉 子
福 井　 ミ ネ
福 田　 美 也
本 橋　 千 代

八木沢　和子
山 口　 靜 江
山 中　 敏 夫

（順不同・敬称略）

整備が必要な道路について、市長をはじめ、市民、
行政など関係者が一堂に会し、道路整備の必要性など
について共通認識を図る目的で「とちぎの道　現場検
証」が9月15日、地元自治会長や学校関係者、警察、栃
木土木事務所などの参加により実施されました。
参加者は、下古山・上古山地内の市道1-2号線の交通

安全状況と、笹原地内の国道4号の交通渋滞状況につい
て、実際に歩きながら通学児童など通行者の目線に立っ
て確認しました。
参加者からは、危険個所の具体的な指摘と横断歩道

や信号機設置について意見があり、道路整備の早期完
了の必要性が改めて認識されました。
今回の現場検証での意見を集約し、道路整備促進期

成同盟会栃木県協議会と共に関係省庁等への予算要望
活動などを行っていきます。

8月17日、栃木県総合文化センターで行われたヤ
マハエレクトーンフェスティバル2015栃木地区ファ
イナル小学生低学年部門において、国分寺小学校3
年生の山田彩乃さんが金賞を受賞しました。その後
9月21日にヤマハエレクトーン
シティー渋谷で行われたジュ
ニアエレクトーンコンクール
2015選考会に出場しファイナ
ル進出は惜しくも逃しました
が、精一杯の演奏を披露しま
した。おめでとうございます。

下野市の小林愛鐘さんがJICA（国際協力機構）青
年海外協力隊の隊員としてガーナ共和国に派遣され
ました。小林隊員は、「ビジネス・アドバイザリー・
センター」地域開
発部門で、地域住
民に各種の生活支
援や産業振興にか
かる支援を行いま
す。元気な活躍を
期待しています。

とちぎの道　現場検証が実施されました 海外ボランティア

エレクトーンフェスティバルで金賞
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子
育
て
へ
の
支
援

〜
妊
娠
・
出
産
か
ら
産
後
の
育
児
へ
〜

育
児
へ
の
不
安
軽
減

　

育
児
ス
ト
レ
ス
が
児
童
虐
待
の
大
き

な
要
因
の
一つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

健
康
増
進
課
で
は
母
子
健
康
手
帳
交

付
時
に
す
べ
て
の
妊
婦
か
ら
、
育
児
へ

の
不
安
や
支
援
者
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、

必
要
に
応
じ
て
保
健
師
が
妊
婦
訪
問
を

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
出
産
前
か
ら
の
支
援
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
妊
婦
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
安
心
し
て
出
産
に
臨

め
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
全
戸
訪
問

（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）で
、
支

援
が
必
要
な
家
庭
の
把
握
に
努
め
る
ほ

か
、
養
育
支
援
家
庭
訪
問
の
利
用
を
勧

め
る
な
ど
、
育
児
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
手

助
け
を
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
、相
談

し
ま
し
ょ
う
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

健
康
増
進
課
（
母
子
保
健
グ
ル
ー

プ
）☎（
52
）１
１
１
６

　

こ
ど
も
福
祉
課
（
子
育
て
支
援
グ

ル
ー
プ
）☎（
52
）１
１
１
4

　

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

　
☎（
43
）１
２
３
３

　

  

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

　
☎（
48
）５
５
３
０

　

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

　
☎（
39
）６
３
０
５

虐
待
に
気
づ
く
き
っ
か
け
は

〇
子
ど
も
が
…

・
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

・
衣
服
や
家
が
極
端
に
不
衛
生

・
頻
繁
に
傷
や
ア
ザ
が
で
き
る

・ 

服
に
隠
れ
て
い
る
場
所
や
顔
に
傷
や

ア
ザ
が
あ
る

・ 

子
ど
も
だ
け
で
長
時
間
過
ご
し
て
い

る〇
親
が
…

・ 「
子
ど
も
を
甘
や
か
す
の
は
よ
く
な

い
」
と
強
調
す
る

・ 

親
の
怒
鳴
り
声
、
叱
り
つ
け
る
声
な

ど
が
聞
こ
え
る

・
親
族
や
地
域
と
交
流
が
な
い

・ 

家
庭
内
で
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）が
あ
る

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
13
橋
で
す
。
今
年
も
11
月
14
日
㈯
に
姿
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

☆
み
ん
な
で
守
ろ
う
！
子
ど
も
の
笑
顔
☆

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　
「
児
童
虐
待
」
と
い
う
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
見
た
り
聞
い
た

り
す
る
と
、
特
別
な
事
件
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
虐
待
は
皆

さ
ん
の
身
近
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
深
刻
な
社
会
問
題
で
、
そ
の
相
談
件
数
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
市
へ
の
虐
待
相
談
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
児
童
の
生
命
及
び
安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
す
る
」
こ
と

を
基
本
に
、
虐
待
の
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
よ
り
、
深
刻
化

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

相
談
か
ら
支
援
へ

　

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
子
ど
も
を
発
見

し
た
方
か
ら
の
通
告
や
、
自
分
の
行
っ

て
い
る
こ
と
は
虐
待
で
は
な
い
か
と
悩

ん
で
い
る
保
護
者
な
ど
か
ら
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
通
告
や
相
談
か

ら
家
庭
へ
の「
支
援
」
が
始
ま
り
ま
す
。

地
域
と
の
連
携

　

家
庭
相
談
員
や
保
健
師
が
市
内
の

保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
学
童
保
育

室
、
児
童
館
な
ど
に
出
向
き
、
虐
待
の

防
止
と
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
民
生
委
員
、

主
任
児
童
委
員
、
学
校
、
医
療
機
関
、

児
童
相
談
所
、
警
察
、
健
康
増
進
課
な

ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る「
下
野
市

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
と
連

携
し
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
ま
す
。

市
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

今
年
度
は
、
児
童
虐
待
防
止
講
演

会
と
し
て
、
8
月
20
日
㈭
に
栃
木
県
中

央
児
童
相
談
所
心
理
判
定
課
長
の
岩

井
幸
祐
氏
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
、
82

名
の
市
民
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
）

と
し
て
、
天
平
の
芋
煮
会
、
下
野
市
産

業
祭
、
福
祉
フ
ェ
ス
タ
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
、
啓
発
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
配
布

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
庁
舎
に
の
ぼ

り
旗
を
設
置
し
、
全
職
員
が
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
を
着
用
し
啓
発
に
努
め
ま
す
。
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虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　

あ
な
た
の
勇
気
で
救
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
ま
す
。ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

こ
ど
も
福
祉
課

　
☎（
52
）１
１
１
４

　

  

受
付
時
間
／
月
〜
金
‥
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　

栃
木
県
南
児
童
相
談
所

　

☎
０
２
８
２（
24
）６
１
２
１

　

  

受
付
時
間
／
月
〜
金
‥
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　

児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
８（
６
６
５
）３
６
７
７

　

  

受
付
時
間
／
月
〜
金
：
午
後
5
時

15
分
〜
午
前
8
時
30
分

　

  

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
：

24
時
間

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
何
桁
で
し
ょ
う
？

問
3

虐待かも？

通告する！は国民の義務です

でも、もし間違いだったら
悪い気がするし…。

しつけのために叩いている
んだろう。家族の考え方なら
しょうがないよ…

ご近所だから、トラブルになったら嫌だわ…。
うちが言いつけたってわかっちゃうよねぇ。

虐待でなかったとしても、通告者に責任は
ありません
確信がなくても「もしかして」「～な

気がする」のみでもご連絡ください。

通告者が誰であるかを教えることはありません
「ご近所の方」や「お隣の方」など特定さ
れるかもしれない内容は伝えません。通告
は匿名でもかまいません。

しつけと虐待は違います！
叩いて叱る、怒鳴る、家の外に出す、

罰として食事を与えないなどは、子ども
の心身に痛みを与える有害な行為であ
り、しつけではありません。
「虐待」になる可能性があります。

通告後、子どもと親はどうなるの？　親が怒って虐待がエスカレートしないの？
〇家庭相談員や保健師等が責任をもって調査・対応します。
〇親を責めるのではなく、子育ての支援が始まります。
〇通告や市の調査によって、虐待の悪化がないように慎重に調査をして対応します。
〇個人情報の保護により、通告した方の情報はもちろん、その家庭の情報は守られます。

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
週
間
」

　

11
月
12
日
〜
25
日
ま
で
の
２
週
間

は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
こ

と
、
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
人
た

ち
の
安
全
を
守
る
こ
と
、
暴
力
が
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
周
囲
に

伝
え
、
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
運
動
週

間
で
す
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
許
さ

な
い
社
会
を
、一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　

下
野
市
で
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）や
、
夫
婦
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
離
婚
な
ど
女
性
の
み
な

さ
ま
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
、

女
性
相
談（
Ｄ
Ｖ
）ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
女
性
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

◎
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎（
52
）１
１
６
８

◎  

電
話
相
談
受
付
期
間

　

  

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
福
祉
課　
☎（
52
）１
１
１
４

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク
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利用料金の例　 ①平日の午前７時から午後７時まで：１時間あたり７００円
    ②土・日・祝日と①以外の時間帯　：１時間あたり８００円
    ※自動車を使った場合は、1回あたり200円追加

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
12
ケ
タ
。
大
切
な
番
号
で
す
の
で
、
他
人
に
む
や
み
に
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
子
育
て
支
援
を
通
じ
て
、
地

域
に
貢
献
で
き
た
ら
・
・
・
」

と
お
考
え
の
方
は
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
に

子
育
て
世
帯
を
支
援
し
て
い
た

だ
き
、
み
ん
な
笑
顔
で
し
も
つ

け
っ
子
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
愛
称
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
」
は
、

依
頼
会
員
と
提
供
会
員（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
か
ら
な
る
組
織
で
す
。

■ 

依
頼
会
員
：
市
民
と
市
内
在

勤
者
で
、
生
後
６
か
月
か
ら

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
保

護
者

■ 

提
供
会
員
：
心
身
と
も
に
健

康
な
20
歳
以
上
の
市
民

今
月
号
か
ら
３
回
に
わ
た
っ

て
フ
ァ
ミ
サ
ポ
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
月
は
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の

し
く
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
支
援
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ファミサポ活動のしくみ
ステップ１

ステップ2

依頼会員、提供会員とも事前にゆうゆう館で会員登録をします。

援助活動が行われたら、依頼会員から提供会員に
利用料金を支払います。

み
ん
な
笑
顔
で
、し
も
つ
け
っ
子
を

育
て
る
た
め
に

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

依頼会員
①事前説明
　・ アドバイザーがセンター運営の趣旨や目的
をご説明します。

　・ 依頼内容（場所、送迎の有無、利用頻度等）
と提供会員への希望をお聞かせください。

②会員登録・会員証発行
③提供会員・アドバイザーとの打ち合わせ

提供会員（育児サポーター）
①事前説明
　・ アドバイザーがセンター運営の趣旨や目的
をご説明します。

② 研修受講（毎月実施）
　 小児看護、発達・関わり方・世話、あそび、
制度のしくみ、普通救急救命等
③会員登録・会員証発行
④依頼会員・アドバイザーとの打ち合わせ

その１
■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎(

44)

１
１
７
６　

小
金
井
７
８
９
ゆ
う
ゆ
う
館
事
務
所
内
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秋の火災予防運動
し
も
つ
け
ク
イ
ズ

キ
ン
ボ
ー
ル
で
使
用
さ
れ
る
ボ
ー
ル
の
直
径
は
？

問
4

平成27年11月9日～15日

期間中
下野市・壬生町は防災情報伝達システム等による屋外拡声器でお知らせします。（随時）
上三川町はサイレンを鳴らします（朝７時、夕方６時）

住宅用火災警報器は
設置していますか？
住宅用火災警報器はあなたと

家族の命を火災から守ります
住宅用火災警報器は消防法・火災予防条例によりすべての住宅に
設置が義務付けられています
住宅火災で亡くなった方の約６割が「逃げ遅れ」です。火災警報器は火災の発生を
いち早く知らせ、逃げ遅れを防ぐとともに素早い消火活動につなげて被害を小さく
する効果があります。
※乾電池タイプの住宅用火災警報器は、電池の交換が必要です。
　電池が切れそうになると音やランプで知らせてくれますので、電池を交換してください。

ピーピーピー

火事です　火事です

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

第35回石橋地区少年消防クラブ防火標語展
≪最優秀作品≫秋季の部
「消したよね」　家族みんなの　合言葉
壬生町立南犬飼中学校　２年　小

おがわ

川莉
りあ い

愛

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
３つの習慣
■寝たばこは、絶対やめる。
■ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
■ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。
４つの対策
■逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
■寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
■火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
■お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

火災と救急・救助は119番

石 橋 地 区 消 防 組 合
h t t p : / / w w w . 1 1 9 - i f d . o r . j p /
下 野 市・ 壬 生 町・ 上 三 川 町

石 橋 地 区 消 防 団 連 絡 協 議 会
石 橋 地 区 危 険 物 保 安 協 会
石 橋 地 区 女 性 防 火 ク ラ ブ 連 絡 協 議 会

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
１
２
２
ｃ
ｍ
。
重
さ
は
約
１
キ
ロ
で
す
。

■問い合わせ先　教育総務課　（石橋庁舎２階）
  〒329-0594　下野市石橋552番地４　☎52-1117

１．受付期間
　　　　11月10日㈫～ 12月10日㈭

２．申請資格　（下記のすべての条件を満たす方）
（１） 高等学校（高等専門学校、中等教育学校の後期課程及び専修学校の高等課程を含む）、大学（短期大

学及び専修学校の専門課程を含む）に在学または入学しようとする方
（２）学業成績が優秀で意欲があり、品行方正な方
      ※学習成績評定が概ね3.0（平均）以上
（３）経済的理由により修学が困難な方
（４）確実な連帯保証人を２名付することができる方（保護者を含む）
      ※連帯保証人は、独立の生計を営んでいる満20歳以上の方で、市区町村税を完納している方
（５）保護者が下野市に住所を有する方
（６）他の機関から奨学金その他これに類するものの給付または貸付を受けていない方

３．貸付額（修学資金・入学一時金貸付の組み合わせ一覧）

　　　　　　　　　　　　　　　　※ただし、月額５万円貸付についての入学一時金はありません。
４．提出書類
（１）下野市奨学金貸付申請書（様式第１号）
　　※平成27年1月1日現在で市外に住民登録があった場合は収入のある世帯全員の所得証明書
　　※保護者以外の連帯保証人が県外市外在住の場合は所得証明書及び市区町村税納税証明書
（２）出身学校長又は在学校長の推薦調書（様式第２号）
（３）保護者の印鑑登録証明書
（４）連帯保証人の印鑑登録証明書

５．提出先
　　　　下野市教育委員会　教育総務課まで持参（石橋庁舎２階）

６．奨学生の選考
　　　　 下野市奨学金貸付審査会において審査を行い決定します。収入基準は、栃木県育英会奨学生募集

要項に準じます。
　　　　貸付審査会において、「栃木県育英会基準」を参考に書類審査を行い決定します。

７．返還期間及び償還方法
　　　　貸付期間の２倍または２．５倍の期間内に償還（年賦、半年賦、月賦）
　　　　　　　　　※奨学金は無利子ですが、返還が遅滞した場合は延滞金がつきます。

項   目 修学資金月額 入学一時金 貸付総額

高校生 20,000円 100,000円 820,000円
― 720,000円

大学生
（4年制）

30,000円 500,000円 1,940,000円
― 1,440,000円

40,000円 300,000円 2,220,000円
― 1,920,000円

50,000円 ― 2,400,000円

平成28年度 下野市奨学生募集平成28年度 下野市奨学生募集（高等学校・大学等）（高等学校・大学等）

Shimotsuke
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～平成28年度募集から～

下野市の奨学金制度が
変わりました!!

まずはお問い合わせください

　高校・大学等に進学する方が経済的な理由により修学が難しい方に、
学資や入学一時金を無利子で貸付します。

募集期間　11月10日（火）～12月10日（木）

下野市は『がんばるあなた』を応援します!!

今回の改正でどう新しく変わったの？

具体的に貸付の金額は？

選択の幅も広がりすごく魅力的になったね。

入学の時にお金ってすごくかかるからね・・・

貸付の金額が増えて、しかもいくつかの選択ができるようになったんだよ。

高校生は月額20,000円、大学生等は月額30,000円・40,000円・
50,000円の3つから選択できるんだよ!!

それだけじゃないよ！加えて入学一時金が更にできたんだ。

入学一時金は高校生100,000円、大学生は500,000円・300,000円で
月額貸付と併用できるんだよ！

注）�大学生等の月額50,000円の貸付の方についての入学一時金はありません。

　こまろくん         紅まる

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

キ
ン
ボ
ー
ル
で
ボ
ー
ル
を
打
つ
ヒ
ッ
タ
ー
が
か
け
る
掛
け
声
は
何
で
し
ょ
う
？　

①
お
に
ぎ
り
～　

②
お
に
む
し
～　

③
お
む
に
き
～
ん

問
5
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書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い

る
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

 「
０
５
７
０‒
０
５
８‒

５
５
５
」（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

　

 

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に

な
る
場
合

　
「
０
３‒

６
７
０
０‒

１
１
４
４
」

※ 

自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。
自
動
音

声
案
内
に
従
っ
て
「
3
」
を
押
し
て
く

だ
さ
い
。

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら

9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

《
受
付
期
間
》

　

11
月
2
日
㈪

　
　

〜
平
成
28
年
3
月
15
日
㈫

《
受
付
時
間
》

○
月
〜
金
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

○
第
2
土
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

祝
日
（
第
2
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月

29
日
〜
1
月
3
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
の
注
意

・ 

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話

か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

・ 

た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以
外
（
携

帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合

は
通
常
の
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

・ 

「
０
３‒

６
７
０
０‒

１
１
４
４
」
の
電

話
に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、
通
常
の

通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

・ 

「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
0
」
を
省

略
し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違

い
電
話
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
か
け
間
違
い
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
マ
メ
知
識

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
後
納
制
度
が
変
わ

り
ま
し
た
！

　

過
去
5
年
以
内
に
時
効
に
よ
り
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料

が
あ
る
方
は
、
申
込
み
に
よ
り
、
平
成
27

年
10
月
か
ら
平
成
30
年
9
月
ま
で
の
3
年

間
に
限
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

１
． 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
5
年
以

内
に
未
納
期
間
や
未
加
入
期
間
を
お

持
ち
の
方

　

２
． 

20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
1
の
期

間
の
ほ
か
国
民
年
金
の
任
意
加
入
を

し
て
い
た
期
間
に
未
納
期
間
が
あ
る
方

　

３
． 

65
歳
以
上
で
、
年
金
受
給
資
格
が

な
く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※ 

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
申
込
み
い
た
だ
く
際
の
注
意
事
項

　

１
． 

古
い
月
分
か
ら
順
番
に
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

2
． 

当
時
の
保
険
料
の
額
に
一
定
の
金

額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

3
． 

時
効
に
な
っ
て
い
な
い
2
年
間
の

期
間
に
未
納
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
納
付

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③
。「
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
」
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
言
う
よ
う
で
す
。

Shimotsuke
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自治医科大学附属病院　連携協働コラム　Jichi Medical University Hospital

「
助
産
師
」
と
い
う
職
業
を

ご
存
知
で
す
か

　
助
産
師
は
女
性
の
妊
娠
・
出
産
・
産
褥

の
各
時
期
に
お
い
て
必
要
な
ケ
ア
・
助
言

を
行
い
、
自
分
自
身
の
責
任
に
お
い
て
分

娩
介
助
を
し
、
新
生
児
及
び
乳
児
の
ケ
ア

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
資
格
で
す
。
ま
た
、

日
本
で
は
助
産
師
国
家
試
験
の
受
験
資
格

は
女
性
の
み
で
あ
り
、
女
性
だ
け
に
与
え

ら
れ
た
資
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
、
合
併
症
妊
娠
や
ハ
イ
リ

ス
ク
妊
娠
の
管
理
、
治
療
を
多
数
手
が
け

て
い
ま
す
。
現
在
助
産
師
42
名
、
看
護
師

27
名
在
籍
し
て
お
り
、
経
験
年
数
は
20
年

以
上
か
ら
新
人
と
幅
広
く
、
妊
娠
期
か
ら

産
褥
期
に
か
け
て
妊
産
褥
婦
さ
ん
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
漠
然
と
看
護
師
と
い

う
職
業
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
幼

稚
園
の
お
遊
戯
会
で
「
将
来
何
に
な
り
た

い
の
？
」
と
聞
か
れ
た
と
き
に
、「
看
護

産
ま
れ
て
く
る
「
命
」
と
そ
の
「
命
」
を

慈
し
む
心
を
応
援
す
る
と
い
う
気
持
ち
を

こ
め
て
、
当
院
の
院
内
助
産
所
はla vie

（
ラ
・
ヴ
ィ
）と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
助
産
所
で
の
お
産
、
そ
し
て

高
度
医
療
を
提
供
で
き
る
大
学
病
院
で
の

お
産
、
双
方
の
良
い
部
分
を
提
供
で
き
る

施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
助
産
師
が
主

体
と
な
っ
て
運
営
し
、
妊
産
婦
さ
ん
の
自

主
性
を
尊
重
し
て
、
安
全
且
つ
快
適
に
新

し
い
「
命
」
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
開
設
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
に
た

く
さ
ん
の
妊
産
婦
さ
ん
がla vie

で
出
産

さ
れ
ま
し
た
。
妊
娠
中
の
10
か
月
は
長
い

よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
今
お
腹
の

中
に
い
る
大
切
な
「
命
」
を
家
族
み
な
さ

ん
で
ど
の
よ
う
に
迎
え
入
れ
る
か
、
10
か

月
か
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、la vie

は
経
験
年
数
8
年
以
上

の
助
産
師
7
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
妊

娠
期
に
は
助
産
師
外
来
を
担
当
し
、
30

分
か
ら
1
時
間
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
、
超
音
波
検
査
等
を
通
し
て
、
妊
産
婦

さ
ん
や
ご
家
族
に
赤
ち
ゃ
ん
と
の
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出
産
は
「
痛

い
・
怖
い
」
等
と
い
う
否
定
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
中
、la vie
で
出
産
さ
れ
る
方

の
多
く
が
、「
早
く
産
み
た
い
な
。
ど
ん

な
お
産
に
な
る
の
か
楽
し
み
だ
な
。」
と

婦
さ
ん
に
な
り
た
い
。」
と
答
え
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を

胸
に
、
自
治
医
科
大
学
看
護
学
部
に
入
学

し
ま
し
た
。
大
学
4
年
生
の
と
き
に
助
産

学
を
専
攻
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
女

性
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
助
産
師
と
い
う
職

業
に
次
第
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
助

産
学
の
実
習
で
、
初
め
て
分
娩
介
助
を

行
っ
た
と
き
は
、そ
の
責
任
の
重
さ
に「
自

分
に
助
産
師
が
務
ま
る
の
か
。」
と
不
安

に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
の
瞬
間
、
あ
の
一
瞬
に

し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
感

動
を
目
の
当
た
り
に
し
、
助
産
師
と
い
う

職
業
に
よ
り
一
層
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

何
よ
り
も
、
赤
ち
ゃ
ん
と
初
対
面
し
た
と

き
の
褥
婦
さ
ん
や
ご
家
族
の
笑
顔
を
見
る

と
、
幸
せ
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。
私
は
今
年
1
月
か
ら
院
内
助
産
所

la vie

（
ラ
・
ヴ
ィ
）
の
メ
ン
バ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
助
産
師
主
体
で
妊
娠
期
か
ら

産
褥
期
に
か
け
て
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
経
験

値
の
高
い
先
輩
方
か
ら
多
く
の
知
識
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
日
々
精
進
す
る
毎
日
で

す
。

院
内
助
産
所la vie

（
ラ
・
ヴ
ィ
）
に

つ
い
て

　

院
内
助
産
所la vie

（
ラ
・
ヴ
ィ
）
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
命
」
を
意
味
し
ま
す
。

い
う
思
い
を
抱
き
な
が
ら
出
産
さ
れ
る
の

がla vie

の
特
徴
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。
出
産
の
場
面
で
は
、
ま

る
で
自
宅
に
い
る
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
環
境
を
提
供
し
、
出
産
後
も
継
続
的
な

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
生
に
幾
度
と
な
い
妊
娠
・
出
産
・
育

児
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
か
、
新
し

く
誕
生
す
る
か
け
が
え
の
な
い
「
命
」
を

ご
家
族
で
ど
の
よ
う
に
迎
え
入
れ
る
か
、

私
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

産
む
力
と
生
ま
れ
る
力
を
信
じ
て 

～ 

感
動
の
瞬
間
を
あ
な
た
と
共
に 

～

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
　
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

助
産
師
　
大お

お
た
わ
ら

田
原 

由ゆ

か佳私たち助産師が全力でサポートいたします。

【
お
産
の
お
部
屋
】

畳
が
あ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
部
屋
で
す
。

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

乳
幼
児
突
然
死
症
候

群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）か
ら

赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま

し
ょ
う

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
、
そ
れ
ま
で

元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
事

故
や
窒
息
で
は
な
く
睡
眠
中
に

突
然
死
す
る
病
気
で
す
。
原

因
は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
日
本
で
は
、
お
よ
そ
６
，

０
０
０
人
〜
７
，０
０
０
人
に

１
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
の
病
気

で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
後
２
か
月
か

ら
６
か
月
に
多
く
、
ま
れ
に
１

歳
以
上
で
も
発
症
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守

る
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

①
う
つ
ぶ
せ
寝
は
避
け
る

　

②
た
ば
こ
は
や
め
る

　

③ 

で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

※ 

相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

感
染
症
予
防
担
当

　

☎（
22
）１
２
１
９

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に

ご
注
意
を
！

　

最
近
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
乱

用
に
関
す
る
事
件
や
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。「
合
法
」
な

ど
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
危
険
な
化
学
物
質
が
含

ま
れ
て
お
り
健
康
被
害
や
異
常

行
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
絶
対
に
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■
薬
物
相
談
窓
口

○ 

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

生
活
衛
生
課

　

☎（
22
）６
１
１
９

○ 

栃
木
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
７
７
９

お　

知　

ら　

せ

子
ど
も
の
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

　

県
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生

を
対
象
に
行
わ
れ
た
「
子
ど
も

の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い

て
、
小
山
地
区
代
表
と
し
て
県

大
会
に
出
場
さ
れ
た
薬
師
寺
小

学
校
6
年
、
大
塚
彩
音
さ
ん
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
そ

ろ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
メ

ニ
ュ
ー
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

大
塚
さ
ん
は
「
さ
っ
ぱ
り
ご
飯

で
夏
バ
テ
知
ら
ず
！
」
と
題
し

た
料
理
を
作
り
、
見
事
2
年
連

続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
も
期
待
し
て
い

ま
す
。

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

健康増進課　☎（５２）１１１６問い合わせ先

12
月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
特
例
検
査
を
行
い
ま
す
。
無

料
・
匿
名
で
検
査
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
日
時

　

12
月
2
日
㈬

　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

※
予
約
不
要

■
場
所

　

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
（
県
南

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
2
階

■
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
希
望
に
よ
り
、

梅
毒
検
査
も
同
時
に
受
け
ら
れ

ま
す
。）

■
検
査
結
果

　

即
日
（
結
果
が
出
る
ま
で
約

30
分
を
要
し
、
そ
れ
ま
で
待
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※ 

感
染
が
疑
わ
れ
る
出
来
事
が

あ
っ
た
日
か
ら
、
12
週
間
以

上
経
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

※ 

毎
週
水
曜
日
（
受
付
午
後
１

時
〜
２
時
）
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・

性
感
染
症
検
査
（
梅
毒
、
ク

ラ
ミ
ジ
ア
、
淋
菌
）・
Ｂ
型
、

Ｃ
型
肝
炎
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
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笑
い
ヨ
ガ
を
開
催

し
ま
す

〜 
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
の
一
環
と
し
て 

〜

　

笑
い
ヨ
ガ
は
「
笑
い
の
体
操
」

と
「
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
」
を
組
み

合
わ
せ
た
運
動
法
で
す
。

　

笑
い
が
健
康
に
良
い
こ
と
は

知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
潤
滑
剤
と
し

て
も
、
人
間
関
係
を
豊
か
な
も

の
に
し
て
く
れ
ま
す
。
何
よ
り

笑
っ
て
い
る
と
、
気
分
が
良
く

な
り
元
気
に
な
り
ま
す
。

　
「
笑
い
ヨ
ガ
」
で
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時
・
場
所

○
12
月
6
日
㈰

　

き
ら
ら
館　

検
診
室

○
12
月
20
日
㈰

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

○
1
月
24
日
㈰

　

南
河
内
公
民
館　

ホ
ー
ル

※
各
回
と
も
午
前
10
時
〜
正
午

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

先
着
50
名（
要
予
約
）

■
内
容　

笑
い
ヨ
ガ

　

 

講
師
：
上
都
賀
総
合
病
院　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

長　

衛
藤　

進
吉　

先
生

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

各
回
と
も
前
の
週
の
金
曜
日

教
室
・
講
座

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食

に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
25
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　

平
成
27
年
4
月
・
5
月
生
ま

れ
の
、
生
後
6
〜
7
か
月
児
を

持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

母
子
手
帳

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ

て
自
分
・
家
族
の
食
事
チ
ェ
ッ
ク

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

・ 

血
圧
測
定

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

11
月
18
日
㈬

　

電
話
ま
た
は

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室

　

気
に
は
し
て
る
け
ど
、「
自

分
は
ま
だ
大
丈
夫
」
と
目
を
背

け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
結
果
が
ち
ょ
っ
と
高
め

か
な
と
思
っ
た
ら
要
注
意
！

　

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
り
、

無
理
の
な
い
運
動
と
食
生
活
の

改
善
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

12
月
22
日
㈫

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

30
分
（
受
付
時
間
午
前
9
時
10

分
か
ら
）

■
会
場

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
診
を
受
診
し

た
74
歳
以
下
の
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上（
肥
満
）

の
方

② 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
方

■
内
容

・ 

打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

・ 

自
分
の
食
生
活
、何
が
問
題
？

・ 

室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の

実
践

・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物

　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）

※ 

運
動
可
能
な
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

12
月
15
日
㈫

栃
木
県
産
米
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
を
使
用
し

た
調
理
実
習
を
開
催
し

ま
す
。

　

健
康
的
な
生
活
を
保
つ
た
め

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

と
減
塩
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

新
米
の
栃
木
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
な
す
ひ
か
り
」
を

お
い
し
い
減
塩
料
理
と
一
緒
に

食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進
員
が

お
い
し
い
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

下
野
市
民

■
日
時

　

11
月
30
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
正
午
頃

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

調
理
室

■
献
立

　

ご
は
ん
（
な
す
ひ
か
り
）

　

鮭
の
き
の
こ
あ
ん
か
け

　

麻
婆
じ
ゃ
が
い
も

　

青
菜
と
も
や
し
の
煮
び
た
し

　

み
そ
汁

■
定
員　

20
名

■
申
込
み
締
め
切
り

　

11
月
24
日
㈫

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
費
用　

無
料

■
主
催

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
事
務
局（
健
康
増
進
課
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
６
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子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で

も
随
時
保
育
士
が
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

育
児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

■
日
程

　

 

11
月
12
日
㈭
・
12
月
3
日
㈭

　

 

平
成
28
年
1
月
14
日
㈭
・
2

月
25
日
㈭
・
3
月
10
日
㈭

■
受
付
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時（
実

施
は
11
時
30
分
ま
で
）

■
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員

　

保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄

養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※ 

受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

相　
　

談

子
育
て
巡
回
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　

11
月
18
日
㈬

■
時
間

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

■
日
程　

11
月
27
日
㈮

※
奇
数
月
に
実
施
予
定

■
時
間　

午
前
9
時
〜
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
み
る
く（
わ
か
ば
保
育
園

内
）

※ 

注
意
事
項　
「
み
る
く
」
を

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合

に
は
、
防
犯
対
策
の
た
め

に
入
館
者
登
録
（
名
札
代
）

３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン

　

県
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果

に
よ
る
と
栃
木
県
人
で
運
動
習

慣
の
あ
る
人
（
週
2
日
以
上
、

1
回
30
分
、
1
年
以
上
継
続
し

て
い
る
人
）
の
割
合
は
、
男
女

と
も
20
％
程
度
で
、
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
効
果

は
、
身
体
を
動
か
す
（
運
動
の
）

強
さ
と
時
間
に
従
っ
て
上
昇
す

る
と
い
わ
れ
、
適
度
な
運
動
は
、

食
生
活
と
並
ん
で
健
康
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
を
目
標
に
、
積
極
的
に
運

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
対
象
者

　

74
歳
以
下
の
下
野
市
民
で
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る

方①
各
種
教
室
参
加
者

② 

血
液
検
査
で
要
指
導
の
項
目

が
あ
り
運
動
が
必
要
な
方

■
内
容　

自
宅
で
も
続
け
ら
れ

る
運
動
の
紹
介
と
実
践（
ス
ト

レ
ッ
チ
や
有
酸
素
運
動
等
）

〜
き
ら
ら
館
コ
ー
ス
〜

■
場
所

　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
日
程（
全
４
回
）

①
12
月
10
日
㈭

②
1
月
14
日
㈭

③
2
月
25
日
㈭

④
3
月
10
日
㈭

　

午
後
1
時
15
分
〜
3
時
15
分

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

12
月
3
日
㈭

〜
ゆ
う
ゆ
う
館
コ
ー
ス
〜

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
日
程
（
全
４
回
）

①
12
月
16
日
㈬

②
1
月
13
日
㈬

③
2
月
17
日
㈬

④
3
月
16
日
㈬

　

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
0
時

15
分

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

12
月
9
日
㈬

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

（
水
か
お
茶
）、
運
動
可
能
な
服

装
、
室
内
用
運
動
靴

■
費
用　

無
料

■
定
員　

30
名
程
度

　
（
お
申
込
み
人
数
が
多
数
の

場
合
は
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
、食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」な
ど
、誰
に
も
相

談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、精
神
科
医
が
対
応
す

る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を
実
施

し
ま
す
。相
談
す
る
こ
と
で
、今
の

つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

11
月
24
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※ 

11
月
17
日
㈫
ま
で
に
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
予
防
接
種

に
つ
い
て

　

肺
炎
の
最
大
の
原
因
菌
が
肺

炎
球
菌
で
す
。
肺
炎
球
菌
は
、

現
在
、
約
80
種
類
以
上
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
は
、
そ
の
内
の
23
種
類

に
つ
い
て
免
疫
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、
成
人
の
肺
炎
球
菌
に

よ
る
感
染
症
の
80
％
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
定
期
接
種
対
象
者

は
次
の
方
で
す
。

■
対
象
者

① 

生
年
月
日
が
次
の
期
間
の
方

で
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

方
。

・
昭
和
25
・
４
・
２
〜
26
・
４
・
１
生

・
昭
和
20
・
４
・
２
〜
21
・
４
・
１
生

・
昭
和
15
・
４
・
２
〜
16
・
４
・
１
生

・
昭
和
10
・
４
・
２
〜
11
・
４
・
１
生

・
昭
和
５
・
４
・
２
〜
６
・
４
・
１
生

・
大
正
14
・
４
・
２
〜
15
・
４
・
１
生

・
大
正
９
・
４
・
２
〜
10
・
４
・
１
生

・
大
正
４
・
４
・
２
〜
５
・
４
・
１
生

② 

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
害
を
有
し
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
。

※ 

上
記
以
外
の
方
は
、
平
成
27

年
度
は
定
期
接
種
対
象
外

（
任
意
接
種
）
と
な
り
ま
す
。

■
医
療
機
関

　

10
月
号
広
報
を
ご
覧
に
な
る

か
、
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
接
種
対
象
期
間

　

平
成
27
年
4
月
1
日
〜
平
成

28
年
3
月
31
日
の
間
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

期
間
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種

扱
い
と
な
り
ま
す
。

※ 

定
期
接
種
の
機
会
は
、
一
生

涯
で
一
度
で
す
。
5
年
ご
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
費
用

　

接
種
費
用
の
う
ち
３
，５
０
０

円
を
助
成
。

※ 

医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金

と
助
成
額
の
差
額
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

①
接
種
券

※ 

必
ず
、
医
療
機
関
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

②
健
康
保
険
証
等
の
年
齢
・
住

所
を
確
認
で
き
る
も
の

■
そ
の
他

○ 

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
医

療
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○ 

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
必
ず
、
健
康
増
進
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

任
意
予
防
接
種
も
継
続
し
て
い

ま
す

　

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
ま
し

た
任
意
接
種
に
つ
い
て
も
継
続

し
て
い
ま
す
。
左
記
に
あ
て
は

ま
る
方
は
、
定
期
接
種
に
該
当

し
な
く
て
も
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
対
象
者

① 

下
野
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

定
期
接
種
対
象
外
の
方
で
次

の
②
〜
④
全
て
に
該
当
す
る

方
② 

接
種
日
に
お
い
て
満
70
歳
以

上
の
方

③ 

５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方

④ 

過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な

い
方

■
費
用

〇 

助
成
額
は
定
期
予
防
接
種
と

同
額
（
３
，５
０
０
円
）
で
す
。

※ 

医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金

と
助
成
額
の
差
額
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

①
接
種
券

※ 

事
前
に
市
健
康
増
進
課
で
発

行
申
請
が
必
要
で
す
。

② 

健
康
保
険
証
等
の
年
齢
・
住

所
を
確
認
で
き
る
も
の

■
そ
の
他

○ 

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
医

療
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○ 

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
必
ず
、
健
康
増
進
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇 

予
防
接
種
を
起
因
と
す
る
健

康
被
害
に
お
け
る
補
償
内
容

は
、
定
期
接
種
と
は
異
な
り

ま
す
。

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

　

日
本
人
の
40
代
以
上
の
男
性

の
約
3
人
に
1
人
、
女
性
の
4

人
に
1
人
が
糖
尿
病
ま
た
は
糖

尿
病
予
備
群
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
24
年
度
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
）

　

ま
た
、
下
野
市
民
の
方
は
、
県

や
全
国
と
比
べ
て
高
血
糖
に
該
当

す
る
方
が
多
く
、
糖
尿
病
の
服

薬
を
し
て
い
る
方
も
多
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。（
平
成
26
年
度
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
特
定
健
康

診
査
結
果
）

　

糖
尿
病
は
体
質
に
加
え
て
、

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
運
動
不

足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣

が
原
因
と
な
り
発
症
し
ま
す
。

　

痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
の
無
い

糖
尿
病
は
放
置
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
糖
尿
病
で
一
番
怖
い
の

は
合
併
症
で
す
。

◎
三
大
合
併
症
「
し
・
め
・
じ
」

・
し 

↓
神
経
障
害

・
め 

↓
網
膜
症
（
目
の
症
状
）

・

 

↓ 

腎
症
（
人
工
透
析
に
つ
な

が
る
）

　

血
糖
値
が
高
い
場
合
に
は
放

置
せ
ず
に
、
早
め
に
病
院
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
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集
団
検
診
の
日
程
を

追
加
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
集
団
検
診
の
日

程
を
追
加
し
ま
す
。
受
診
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
健
康
増
進

課
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

平
成
28
年
1
月
31
日
㈰

　

午
前
7
時
40
分
〜
10
時

　
（
番
号
札
配
布
）

65
歳
以
上
の
方
に

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

下
野
市
で
は
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
個
別
通
知
は
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

① 

下
野
市
内
に
住
所
の
あ
る
接
種

日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の
希

望
者 

② 

接
種
日
に
お
い
て
満
60
〜
64
歳

ま
で
の
方
で
「
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
」
ま
た
は
「
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
」
に
障
が
い
を
有
す

る
方
（
身
体
障
が
い
者
手
帳
１

級
程
度
）

■
接
種
期
間

　

平
成
28
年
2
月
29
日
ま
で

※ 

流
行
前
の
10
月
下
旬
か
ら
12
月

中
旬
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
接
種
回
数　
公
費
に
よ
る
接
種

は
、
一
人
年
１
回

■
自
己
負
担
額

　

１
，３
０
０
円
（
接
種
時
に

医
療
機
関
へ
直
接
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。）

■
持
参
す
る
も
の

○
保
険
証

○ 

障
が
い
者
手
帳
（
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
疾
患
に
該
当
す

る
者
）

○ 

生
活
保
護
受
給
資
格
者
証

（
生
活
保
護
受
給
者
の
方
）

■
予
診
票
等

　

予
診
票
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
の
説
明
書
は
各
医
療

機
関
に
あ
り
ま
す
。

　

受
託
医
療
機
関
に
つ
い
て
は

10
月
号
広
報
を
ご
覧
に
な
る
か
、

健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

事
情
に
よ
り
、
下
野
市
外
の

医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
健
康

増
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

検　
　

診

が
ん
検
診
は

お
済
み
で
す
か
？

　

市
に
お
け
る
が
ん
検
診
は
、

集
団
検
診
と
医
療
機
関
（
個
別

検
診
）
の
選
択
方
式
で
実
施
し

て
い
ま
す
。（
乳
が
ん
・
胃
が

ん
検
診
を
除
く
）

　

今
回
は
医
療
機
関
（
個
別
検

診
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
受
診
回
数

　

年
度
内
１
回
で
す
。
集
団
検

診
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
実
施
期
間　

12
月
31
日
ま
で

（
休
診
日
除
く
）

■
実
施
方
法

① 
大
腸
が
ん
の
検
査
容
器
と
問

診
票
等
は
医
療
機
関
に
あ
り

ま
す
。

② 

検
査
結
果
は
、
後
日
医
療
機

関
で
確
認
し
、
結
果
通
知
書

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　
☎（
52
）１
１
１
６

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
検
診
項
目

　

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
前
立
腺
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
・
骨
密
度
検
査
・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
・
胃
ハ
イ
リ
ス
ク

検
査
・
特
定
健
診
等
基
本
的
な

検
査
・
ヤ
ン
グ
健
診

　

大
切
な
人
の
た
め
、
自
分
の

た
め
に
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

※ 

定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■医療機関一覧
医 療 機 関 名 郵便番号 住　　　所 大腸 前立腺 肺

あんずの森クリニック 329-0432 仁良川1518-1 ○ ○ ○
石橋総合病院 329-0511 石橋628 ○ ○ ○
海老原医院 329-0414 小金井5-26-10 ○ ○ ×
大栗内科 329-0511 石橋811-1 ○ ○ ○
大柳内科・眼科 329-0507 文教2-7-14 ○ ○ ○
岡田医院 329-0414 小金井2976 ○ ○ ○
角田内科医院 329-0511 石橋549 ○ ○ ○
グリーンタウンクリニック 329-0434 祇園2-3-2 ○ ○ ○
小金井中央病院 329-0414 小金井2-4-3 ○ ○ ○
国分寺さくらクリニック 329-0414 小金井777-1 ○ ○ ○
ことうだ腎クリニック 329-0413 駅東5-13-16 ○ ○ ○
佐藤内科 329-0511 石橋839-14 ○ ○ ○
島田クリニック 329-0511 石橋238-1 ○ ○ ○
しもつけクリニック 329-0431 薬師寺3171-4 ○ ○ ○
すずき内科・循環器科 329-0431 薬師寺2489-10 ○ ○ ○
新島内科クリニック 329-0507 文教3-10-4 ○ ○ ○
ふじたクリニック 329-0516 大光寺1-11-10 ○ ○ ○
南河内診療所 329-0431 薬師寺2472 ○ ○ ○
宮澤クリニック 329-0412 柴291-2 ○ ○ ○
山本整形外科医院 329-0413 駅東6-1-22 ○ ○ ○
若草クリニック 329-0433 緑2-3291-1 ○ ○ ×
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、

よ
り
快
適
に
、
自
宅
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
く
、
身
近
な
相

談
窓
口
で
す
！

●
地
域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予

防
推
進
支
援
モ
デ
ル
事
業

　

市
で
は
今
年
度
、
地
域
づ
く

り
型
介
護
予
防
と
し
て
「
歩
い
て

行
け
る
場
所
で
、
よ
り
多
く
の
方

が
参
加
で
き
る
筋
力
運
動
」
の

県
モ
デ
ル
事
業
を
南
河
内
地
区
の

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
お
茶
の
間

健
康
く
ら
ぶ
協
力
の
も
と
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
施

に
あ
た
り
、
市
内
の
地
域
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
筋
力
運
動
は
、
0
㎏
〜

12
㎏
ま
で
段
階
的
に
負
荷
を
調

整
で
き
る
お
も
り
を
手
足
に
つ
け

て
6
種
類
の
運
動
を
行
い
、
筋

力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上
を
図

り
、
日
常
生
活
動
作
能
力
の
維
持
、

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
高

知
市
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」、

津
山
市
の
「
め
ざ
せ
元
気
！
こ
け

な
い
か
ら
だ
講
座
」、
印
西
市
の

「
い
ん
ざ
い
健
康
ち
ょ
き
ん
運
動
」

と
し
て
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
体

操
で
す
。
市
で
は
、「
下
野
市
元

気
ご
長
寿
体
操
」
と
し
て
今
後

地
域
に
広
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
「
下
野
市
元
気
ご
長
寿
体
操
」

は
、
自
治
会
や
地
域
サ
ー
ク
ル
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
地
域
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
、
地
域
茶
話
会
な
ど
で
の
実

施
も
可
能
で
す
。
関
心
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
家
族
介
護
者
交
流
会
の

　

お
知
ら
せ

　

 

円
卓
を
囲
ん
で
語
ろ
う
〜
食
べ

て
語
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〜

　

介
護
し
て
い
る
方
の
交
流
と
情

報
交
換
の
場
と
し
て
、
家
族
介

護
者
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
介
護
者
同
士
、
同
じ
体
験

を
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
分
か
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

12
月
2
日
㈬

　

午
前
11
時
〜

■
場
所　

中
華
料
理　

華
宴

　

石
橋
５
６
７
番
地
3

■
対
象
者

①
現
在
介
護
し
て
い
る
方

② 
過
去
に
介
護
し
て
い
た
方
（
一

年
未
満
）

■
参
加
費　
　

１
，５
０
０
円

■
定
員　
　

15
名
程
度

■
申
込
締
切　

11
月
25
日
㈬

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

養
成
講
座
コ
ー
ナ
ー

　

市
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

９
月
末
で
２
５
０
１
人
に
な
り
ま

し
た
。

　

足
利
小
山
信
用
金
庫
小
金
井

支
店
、
石
橋
支
店
19
名
の
職
員
の

方
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
職
員
の
方
か

ら
は
、
認
知
症
の
理
解
が
深
ま
り
、

地
域
で
の
見
守
り
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
の

声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
国
分
寺

小
学
校
４
年

生
が
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
講

座
当
日
は
、
自

由
参
観
の
た
め
、

保
護
者
の
方
も

子
ど
も
た
ち
の

講
座
受
講
の
様

子
を
見
学
し
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち　

☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ　
　

☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し　
　
　

☎（
51
）０
６
３
３

い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
年
齢

相
応
の
物
忘
れ
と
認
知
症
に
よ
る

物
忘
れ
の
違
い
、
認
知
症
の
方
へ

の
接
し
方
を
寸
劇
を
通
し
て
考
え

学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
達
か
ら
は
、

認
知
症
が
病
気
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
、
高
齢
者
に
優
し
く
し
て

い
く
な
ど
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
心
強
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

● 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
ご
案
内
（
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
対
象
事
業
）

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
養
成
講

座
終
了
後
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
贈
呈
し
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
11
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
研

修
室

■
内
容

・
認
知
症
に
つ
い
て

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

■
定
員

　

40
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち
（
44
）３
０
０
２
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Ｑ．どのようなものがプラ容器包装の対象になりますか？
Ａ．プラスチック製容器包装とは、食料品や日用品を入れたり包んでいたもので、

中身を食べたり使用したりした後で不要となるプラスチック製の容器や包装
材のことです。右のプラマークが目印になります。

Ｑ．プラマークの横に「ＰＰ」「ＰＥ」「ＰＳ」などの表示がありますが、これは何ですか？これらを
まとめて「プラ容器包装」へ出してもいいですか？

Ａ．プラマークが付いているものは、すべてまとめて「プラ容器包装」へ出してください。これら表示は、
その「プラスチック製容器包装」のさらに詳しい素材の表示で、製造工場やリサイクル工場で確
認するためのものです。

　

専
門
の
訓
練
を
受
け
た
ワ
ン

ち
ゃ
ん
が
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の

Ｐ
Ｋ
対
決
で
す
。
見
事
ゴ
ー
ル

を
決
め
れ
ば
ク
オ
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
（
受
付
先
着
20
〜

30
名
程
度
）

〇
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

フ
ラ
イ
ボ
ー
ル
ド
ッ
グ
や
フ

リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
が
登
場
し
ま

す
。

〇
し
つ
け
教
室

　

専
門
獣
医
師
に
よ
る
し
つ
け

教
室
で
す
。

※
当
日
は
フ
ン
の
持
ち
帰
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
か
ら
正
午

　

（
雨
天
中
止
）

■
場
所

　

思
川
緑
地
公
園

（
小
山
市
大
字
大
行
寺
１
２
８
９
）

■
催
し
物

〇
ワ
ン
ワ
ン
ク
イ
ズ

　

ク
イ
ズ
に
答
え
て
お
菓
子
を

も
ら
お
う
！

〇
ア
ジ
リ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー

　

障
害
物
競
走
を
体
験
し
て
み

よ
う
！

〇
獣
医
師
に
よ
る

　

動
物
健
康
し
つ
け
相
談

　

獣
医
さ
ん
が
い
ろ

い
ろ
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。

〇 

子
犬
・
子
猫
の
里

親
さ
が
し

　

動
物
友
の
会
に
よ

る
里
親
さ
が
し
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

〇 

子
犬
・
子
牛
の
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

　

か
わ
い
い
動
物
と

の
ふ
れ
あ
い
体
験
が

で
き
ま
す
。

〇
ワ
ン
ワ
ン
サ
ッ
カ
ー

ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
山
駅

小
山

市
役
所

思
川白

鷗
大
学

Ｐ

思
川
緑
地
公
園

至	下野至	栃木

観晃橋

先月号でもお伝えしましたが、国分寺・南河内地区にお住まいの方は、現在ビニール・プラスチッ
ク類のごみをお出しいただいている「ビニ・プラ」の日の名称が、来年４月より「プラ容器包装」に
変わります。（石橋地区にお住まいの方については、すでにプラ容器包装の日を実施しています）
これに合わせ、プラ容器包装（プラスチック製容器包装）に関する疑問等について、随時この紙面
でお答えしていきます。

～シリーズ～ プラスチック製容器包装
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国
分
寺
釈
迦
堂
霊
園
墓
地

　

天
平
の
丘
公
園
内
に
あ
る
国

分
寺
釈
迦
堂
霊
園
墓
地
に
お
い

て
使
用
場
所
の
返
還
が
生
じ
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

・
墓
所
数　

１
基
（
使
用
済
）

・
募
集
期
間　

11
月
30
日
㈪
〜

12
月
５
日
㈯

　

た
だ
し
、
12
月
５
日
㈯
は
、

国
分
寺
公
民
館
Ｉ
Ｔ
研
修
室
で

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
の

内
容
を
確
認
の
う
え
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

随
時
募
集
中

　　

釈
迦
堂
霊
園
墓
地
・
サ
イ
川

霊
園
墓
地
以
外
の
市
営
墓
地
は
、

随
時
使
用
申
し
込
み
を
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
墓
所
共
通
内
容

⑴ 

使
用
料
は
、
墓
所
を
使
用
で

き
る
権
利
で
、
土
地
の
所
有

権
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵ 
管
理
料
は
、
共
用
施
設
の
除

草
等
、
墓
地
を
管
理
す
る
た

め
の
費
用
で
す
。

⑶ 

使
用
料
及
び
管
理
料
は
、
墓

地
使
用
許
可
後
に
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
の
資
格

⑴ 

本
市
に
引
き
続
き
３
年
以
上

住
所
を
有
す
る
方

⑵ 

同
一
世
帯
に
市
営
墓
地
の
許

可
を
受
け
て
い
る
人
が
い
な

い
方
（
他
の
市
営
墓
地
か
ら

の
改
葬
は
除
く
）

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

⑴
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

　

 

（
環
境
課
に
設
置
。
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

⑵ 

申
込
者
本
人
の
住
民
票
の
写

し
（
本
籍
記
載
の
も
の
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
☎（
40
）５
５
５
９

■下野市市営墓地
名　　　称 所在地 使用料 管理料（年間） ◎カロート設置

三 昧 場 墓 地 薬師寺3024番地 80,000円 2,000円 無
国分寺釈迦堂霊園墓地 国分寺993番地2 300,000円 850円 有
柴 南 霊 園 墓 地 柴77番地3 270,000円 850円 有
サイ川霊園墓地 国分寺367番地3 230,000円 850円 有
柴 木 間 内 墓 地 柴77番地1 170,000円 850円 無

すがた川霊園墓地 中大領688番地 320,000円 3,000円（普通）
4,000円（芝生） 有

◎カロート：骨壺を収めるためのコンクリート製の設備

国分寺釈迦堂霊園墓地

すがた川霊園墓地（普通墓地）

墓 

地

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

ご
み
の
出
し
方
の

お
願
い
で
す

■
庭
で
除
草
し
た
草
を

　

ご
み
出
し
す
る
と
き
は

　

草
は
、
根
に
土
が
つ
い
て
い

る
と
少
量
で
も
重
量
が
か
さ
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
の
た
め
、
草
は

乾
燥
さ
せ
水
分
を
飛
ば
し
、
根

に
つ
い
て
い
る
土
を
よ
く
落
と

し
、
燃
え
る
ご
み
（
生
ご
み
）

の
日
に
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
有
害
ご
み
の
出
し
方

　

分
け
方
・
出
し
方
は
、
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の
う
え

分
類
し
、
一
つ
の
袋
に
混
入
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず

使
い
き
っ
て
穴
を
開
け
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
は

収
集
し
ま
せ
ん

○
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

○ 

袋
な
ど
の
種
類
が
違
っ
て
い

る
ご
み

○
出
す
日
が
違
っ
て
い
る
ご
み

○ 

収
集
終
了
後
に
出
さ
れ
た
ご

み
（
必
ず
朝
８
時
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
）

■ 

決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い

　

最
近
、
お
住
ま
い
の
地
区
以
外

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を

出
し
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
苦

情
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地
区
で

設
置
し
、
そ
の
地
区
に
お
住
ま
い

の
方
が
共
同
で
管
理
し
利
用
し
て

い
る
も
の
で
す
。
決
め
ら
れ
た
場

所
・
日
時
に
適
正
排
出
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
謝
！

資
源
収
集「
小
枝
」

　

ご
み
の
減
量
と
循
環
型
社
会

を
目
指
し
、「
小
枝
の
日
」
に
剪

定
枝
を
分
別
収
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
全
域
で
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
収
集
量
は
約
５
９
，９
０
０

㎏
で
し
た
。

■
剪
定
枝
は
紙
ひ
も
か

　

麻
ひ
も
で
束
ね
て
！

剪
定
し
た
枝
は
、
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
の
「
小
枝
の
日
」
に
束
ね

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

束
ね
る
際
は
で
き
る
だ
け
紙
か

麻
の
ひ
も
で
お
願
い
し
ま
す
。

引
き
続
き
ご
み
減
量
化
と
分
別

収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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は
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

※
使
用
済
み
小
型
家
電
以
外
の

ご
み
は
回
収
い
た
し
ま
せ
ん
。

守
り
ま
し
ょ
う
！

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー

■
ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま
し
ょ

う
！

　

最
近
、
迷
い
犬
の
情
報
が
県

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
リ
ー
ド
（
綱
）
が
は
ず
れ
て

し
ま
っ
た
ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。

　

常
日
頃
か
ら
鑑
札
や
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
を
首
輪
に
つ

け
、
リ
ー
ド
の
点
検
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
危
害
や
迷
惑
の

　

発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

散
歩
中
の
「
ふ
ん
」
な
ど
は
、

近
隣
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ

な
い
よ
う
必
ず
持
ち
帰
り
、
適

切
な
方
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
し
つ
け
や
訓
練
を
し
て
、

人
に
危
害
を
加
え
た
り
鳴
き
声

な
ど
で
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
外
と
な
る
場
合

・
廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に
適
合

し
た
焼
却
炉
で
焼
却
す
る
場
合

・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
の
慣
習

上
や
む
を
得
な
い
も
の

・
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
理
由
で
行
う
も
の

・
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な

焼
却
な
ど

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原

か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
石
橋
地
区
の
皆
様
へ
〜

　

11
月
16
㈪
〜
20
日
㈮
の
期
間
、

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原
で
破
砕

機
の
修
繕
工
事
が
行
わ
れ
る
た

め
、可
燃
系
粗
大
ご
み
（
家
具
類・

ふ
と
ん
等
）
の
直
接
搬
入
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

下
野
市
産
業
祭
で
使
用
済
み

小
型
家
電
を
回
収
し
ま
す

　

11
月
８
日
㈰
開
催
の
下
野
市

産
業
祭
に
、
使
用
済
み
小
型
家

電
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

黄
色
の
使
用
済
み
小
型
家
電

回
収
ボ
ッ
ク
ス
と
の
ぼ
り
旗
が

目
印
で
す
。

■
日
時

　

11
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
会
場

　

大
松
山
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
第
４
回
下
野
市
産
業
祭
会

場
）

■
回
収
で
き
る
使
用
済
み
小
型

家
電

　

投
入
口
（
縦
15
㎝
×
横
50
㎝
）

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
主
に
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ゲ
ー
ム
機
、

電
子
辞
書
、
電
卓
、
時
計
、
電

気
カ
ミ
ソ
リ
、
電
気
バ
リ
カ
ン
、

電
動
歯
ブ
ラ
シ
、
懐
中
電
灯
な

ど
の
家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
小
型
家
電
と
そ
の
付
属
品
類

（
リ
モ
コ
ン
、
ケ
ー
ブ
ル
、
充
電

器
等
）
で
す
。

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品

目（
テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、洗
濯
機・

衣
類
乾
燥
機
、冷
蔵
庫・冷
凍
庫
）

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
！

　

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
て
し
ま

う
と
、
一
匹
一
匹
を
適
正
に
飼
養

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
き
ち
ん
と
飼
養
で
き
る
よ

う
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

住
宅
の
庭
先
を
含
む
野
外
で

の
ご
み
の
焼
却
行
為
（
野
焼
き
）

は
違
法
行
為
で
す
。
一
部
の
例

外
を
除
き
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し
た

場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
１
０
０
０
万
円
（
法
人
は

３
億
円
）
以
下
の
罰
金
ま
た
は

こ
れ
ら
の
併
科
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
例
外
と
さ
れ
た
場
合

で
も
周
辺
環
境
へ
の
悪
影
響
が

認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
直
接

指
導
に
伺
い
、
行
為
を
中
止
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
み
は
焼
却
せ
ず
、
き
ち
ん
と

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の　
『
譲
り
た
い
』　
『
譲
っ

て
ほ
し
い
』　

情
報
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
犬
の
ゲ
ー
ジ
（
約
０
・
６
×
１
・
０
×

０
・
７
ｍ
）・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
折
り

た
た
み
ベ
ッ
ド
・
女
子
運
動
靴
（
23
・

５
㎝
黒
色
）・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
扇
風

機
・
県
立
高
校
男
子
学
生
服
（
冬
用

１
７
０
㎝
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
赤
ち
ゃ
ん
用
体
重
計
・
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
・
七
五
三
の
五
歳
男
の
子
用

袴
セ
ッ
ト
・
リ
フ
レ
の
水
着
・（
女
児

１
４
０
㎝
）・
ハ
ン
モ
ッ
ク
・
車
い
す

２
台
・
扇
風
機
・
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
・

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
・
ピ
ア
ノ
の
補
助

台
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
（
ス
ト
ラ
イ

ダ
ー
）・
子
供
用
自
転
車
（
20
〜
22
イ

ン
チ
）・
登
山
用
雨
具
（
子
ど
も
用
）・

卓
上
の
ミ
シ
ン
・
タ
ー
プ
テ
ン
ト
・
女

児
服
（
１
０
０
㎝
）・
男
児
服
（
95
〜

１
０
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制
服
（
女

児
１
３
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制
服

（
男
児
１
２
０
㎝
）・「
バ
イ
キ
ン
マ
ン
」

か
「
だ
だ
ん
だ
ん
」
の
お
も
ち
ゃ
・
登

山
用
雨
具
（
子
ど
も
用　

１
２
０
〜

１
４
０
㎝
）・
登
山
用
雨
具
（
大
人
女

性
用
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
登
山
靴
（
子
ど
も

用　

20
、
21
㎝
）・
子
ど
も
用
ス
ー
ツ

（
男
子
用
１
３
０
㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.11
22



新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
文
化
課

古
代
の
国
勢
調
査

　

今
年
は
、
五
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
実
施
の
年
で
し
た
。

人
口
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
第
一
回
と
比
較
す
る
と

近
年
は
大
よ
そ
二
倍
以
上
に
増
え
ま
し
た
が
、
現
在
は
横

ば
い
か
減
少
傾
向
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
昭
和
四
五
年
に

は
初
め
て
一
億
人
を
超
え
た
こ
と
、
年
齢
を
三
区
分
（
〇
〜

一
四
歳
、
一
五
〜
六
四
歳
、
六
五
歳
以
上
）
し
た
年
齢
別
人

口
な
ど
も
判
明
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
区
町
村

別
人
口
増
減
率
、
家
族
類
型
別
割
合
、
産
業
別
就
労
者
の

割
合
な
ど
も
解
る
よ
う
で
す
。

庚こ
う
ご
ね
ん
じ
ゃ
く

午
年
籍

　

実
は
似
た
よ
う
な
調
査
が
古
代
に
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

七
世
紀
の
後
半
、
天て
ん
む智
天
皇
九
年
（
六
七
〇
）
に
、
初
め

て
庚
午
年
籍
と
い
わ
れ
る
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

戸
籍
が
つ
く
ら
れ
た
背
景
は
、
唐
と
新
羅
の
連
合
軍
に
百

済
が
攻
撃
を
受
け
、
同
盟
国
で
あ
る
日
本
が
百
済
救
援
に

向
か
い
ま
し
た
が
、
六
六
三
年
に
白は

く
す
き
の
え

村
江
の
戦
い
で
大
敗

を
喫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
で
権
力
を

集
中
し
、
よ
り
強
力
な
国
家
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
、
軍
事

体
制
を
確
立
す
る
政
策
の
一
環
と
し
て
戸
籍
制
度
を
導
入

し
、
徴
兵
で
き
る
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

　

庚こ
う
い
ん寅

年
籍
作
成
の
前
年
で
あ
る
六
八
九
年
、
持じ

と
う統

天
皇

は
戸
籍
の
作
成
と
同
時
に
、
成
人
男
子
の
四
人
に
一
人
の
割

合
で
兵
士
を
選
び
出
し
、
武
器
の
扱
い
な
ど
を
習
わ
せ
る

よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。

６
年
に
１
度

　

下し
も
つ
け
の

毛
野
朝あ
そ
ん
こ
ま
ろ

臣
古
麻
呂
が
制
定
に
関
わ
り
、
七
〇
一
年
施

行
の
大
宝
律
令
で
は
、
戸
籍
は
六
年
に
一
度
つ
く
ら
れ
、
そ

の
基
本
台
帳
を
根
拠
に
口
分
田
を
分
け
与
え
ま
し
た
。
作

成
は
農
繁
期
を
避
け
て
、
十
一
月
〜
翌
年
の
五
月
末
ま
で
に

つ
く
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
作
成
に
必
要
な
紙
や

筆
は
、
原
則
と
し
て
登
録
さ
れ
る
人
々
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
国
司
が
必
要
な
数
量
を
算
出
し
て
各
戸

に
供
出
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
必

要
経
費
を
徴
収
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ

た
戸
籍
は
、
同
じ
も
の
を
三
部
作
成
し
、
一
つ
は
作
成
し
た

国
（
国
府
）
で
保
管
し
、
二
通
を
中
央
（
都
）
に
提
出
し

ま
す
。
中
央
で
一
通
は
民
政
を
管
理
す
る
民み

ん
ぶ
し
ょ
う

部
省
に
、
も

う
一
通
は
中な
か
つ
か
さ
し
ょ
う

務
省
が
保
管
し
、
天
皇
が
支
配
下
の
人
々
の
名

前
を
す
べ
て
御
覧
に
な
る
際
の
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
が
で
き
あ
が
っ
た
後
の
冬
に
は
、
田
地
の
調
査
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
次
の
年
の
冬
に
は

改
訂
さ
れ
た
最
新
の
戸
籍
に
基
づ
い
た
口
分
田
が
、
分
け

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
六
年
に
一
度
の
戸
籍
の
改
訂
と
田
籍
の

改
訂
が
継
続
し
て
行
わ
れ
な
い
と
律
令
体
制
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
税
を
集
め
る
た
め
の
台
帳
「
計け

い
よ
う帳

」
が
毎
年
つ

く
ら
れ
、
こ
れ
を
基
に
調
・
庸
・
雑ぞ

う
よ
う徭

と
い
っ
た
諸
負
担

の
量
が
算
出
さ
れ
ま
し
た
。
律
令
の
規
定
で
は
、
毎
年
六

月
末
ま
で
に
都
で
は
京き
ょ
う
し
き職
が
、
地
方
で
は
国
司
が
、
戸
主

み
ず
か
ら
が
自
己
申
告
し
た
戸
の
人
員
の
報
告
書
を
集
め
、

こ
れ
を
も
と
に
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地

方
で
は
人
々
が
自
ら
自
己
申
告
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た

の
で
し
ょ
う
か
？
恐
ら
く
、
各
郡
の
郡
司
と
職
員
で
あ
る

書し
ょ
せ
い生

ら
が
、
巡
回
し
て
各
戸
を
調
査
し
、
帳
簿
を
作
成
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
郡
司
が
各
郡
内
で
用
意
し
た
基
礎

デ
ー
タ
（
各
戸
の
個
人
の
名
前
、
年
齢
、
性
別
）
を
国
司

が
管
轄
下
の
郡
を
廻
っ
て
集
め
、
そ
れ
ら
に
よ
り
計
帳
が
つ

く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
代
で
は
、
国
勢
調
査
指

導
員
（
全
国
で
約
一
〇
万
人
）、
国
勢
調
査
員
（
全
国
で
約

七
〇
万
人
）
が
、
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家

公
務
員
と
し
て
デ
ー
タ
収
集
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
平
五
年
（
七
三
三
）、
下
野
薬
師
寺
の
改
修
工
事
の
際
、

平
城
京
右
京
三
条
三
坊
に
居
住
の
従じ
ゅ
う
ろ
く
い
の
じ
ょ
う
う
え
の
い
み
き
こ

六
位
上
於
伊
美
吉
子

首お
び
と（
七
九
歳
）
は
下
野
國
薬
師
寺
造
司
工
と
し
て
赴
任
し

て
き
ま
す
。
彼
の
家
族
構
成
は
、
平
城
京
の
役
人
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
右
京
計
帳
と
し
て
正
倉
院
文
書
に
残
っ
て
い

ま
す
。

【
用
語
解
説
】

庚
寅
年
籍
・
・
・
持
統
天
皇
４
年
（
６
９
０
）
の
に
庚
寅
の
年
に
作

成
さ
れ
た
戸
籍
。
現
存
し
ま
せ
ん
。

中
務
省
・
・
・
律
令
制
で
太

だ
い
じ
ょ
う
か
ん

政
官
八
省
の
一
つ
。
主
に
宮
中
の
政
務

を
司
り
ま
し
た
。

民
部
省
・
・
・
律
令
制
で
太

だ
い
じ
ょ
う
か
ん

政
官
八
省
の
一
つ
。
主
に
財
政
担
当
。

諸
国
か
ら
貢
納
さ
れ
る
調
・
庸
な
ど
中
央
の
財
政
を
管
轄
す
る
主
計

寮
と
諸
国
の
田
租
な
ど
地
方
財
政
を
管
轄
す
る
主
税
寮
を
置
い
た
。

租
調
庸
・
・
・
租
は
米
、
調
は
繊
維
製
品
、
食
料
品
、
金
属
製
品
な

ど
の
特
産
物
、
庸
は
本
来
は
10
日
間
の
労
働
、
代
わ
り
に
特
産
物
な

ど
の
米
や
布
。
雑
徭
は
成
人
男
子
の
場
合
年
間
60
日
間
の
労
働
。

Shimotsuke
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【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
の

一
方
で｢

自
信
喪
失
・
不
安
症｣

に
苦

し
む
。
障
が
い
者
の
取
材
を
機
に｢

命｣
｢

人
権｣

｢

差
別｣

に
向
き
合
う

よ
う
に
。
２
０
０
１
年
日
本
テ
レ

ビ
を
退
社
。
出
産
・
育
児
を
経
験
後
、

人
権
問
題
と
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
を

行
い
、
２
０
１
０
年
上
智
大
学
大
学

院 

新
聞
学
で
修
士
号
取
得
。
以
後
、

執
筆
・
講
演
・
取
材
を
続
け
る

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

「
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
で
つ
く
る

ド
ア
飾
り
」を
開
催
し
ま
し
た

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座

　

美
し
い
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
を

使
っ
て
季
節
の
ド
ア
飾
り
に
挑

戦
。
第
１
回
目
作
品
の
テ
ー
マ

は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
の
天
谷
さ
ん
が
準
備
し

て
く
れ
た
キ
ッ
ト
を
も
と
に
、

全
員
が

素
敵
な

ド
ア
飾

り
を
完

成
さ
せ

ま
し
た
。

青
少
年
育
成
支
援
者
養
成
講
座

み
ん
な
で
そ
と
ご
は
ん

〜
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
＆
野
外
遊

び
体
験
講
座
〜

　

こ
の
講
座
で
は
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
か
ら
、
大
人
が
子
ど
も
の

成
長
に
関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び
、
ご

飯
を
作
っ
て
美
味
し
く
食
べ
る
。

大
人
も
子
ど
も
も
、
み
ん
な
一

緒
に
外
ご
は
ん
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

■
講
座
内
容

・ 

ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
体
験（
飯
ご

う
炊
さ
ん
、
み
そ
汁
、
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
に
よ
る
肉
料
理
な

ど
）

※
調
理
に
火
と
刃
物
を
使
用
。

・
野
外
遊
び（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
）体
験

■
日
時

　

12
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
つ
る
ま
き
公
園
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

■
対
象

　

小
学
生
の
家
族
10
組

■
材
料
費　
１
人　
１
，０
０
０
円

※
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
参
加
者
に

直
接
連
絡
し
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　

11
月
20
日
㈮
午
後
５
時

■
申
込
み
方
法

　

生
涯
学
習
文
化
課
へ
電
話
ま
た

は
F
A
X
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

昨年の講座の様子

下
野
市
人
権
教
育
講
演
会
開
催

「
報
道(

メ
デ
ィ
ア)

と
人
権
」

　

当
市
で
は
人
権
保
護
の
啓
発

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
人
権
教

育
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
薮や
ぶ
も
と本
雅ま
さ
こ子
氏
を
講
師
に
迎
え

「
報
道（
メ
デ
ィ
ア
）と
人
権
」を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

す
。

　

講
演
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
な

ど
の
差
別
問
題
に
対
す
る
取
材

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
経
験

を
基
に
、
報
道
の
責
任
や
日
本

の
人
権
問
題
の
根
底
に
あ
る
差

別
意
識
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
12
日
㈯

　

開
場
：
午
前
９
時
30
分

　

講
演
：
午
前
10
時
〜
（
90
分
）

■
会
場

　

南
河
内
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料

　

無
料

■
講
師　

藪
本 

雅
子 
氏

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

小
中
学
校
音
楽
祭
を
開
催
し

ま
し
た

　

市
内
12
小
中
学
校（
合
唱
10

団
体
、
合
奏
６
団
体
）が
参
加

し
、
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
一

生
懸
命
披
露
し
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
、
市
制
施

行
10
周
年
を
記
念
し
、「
ふ
る

さ
と
」を
約
１
０
０
０
人
で
大

合
唱
。
会
場
が
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。

　

主
催
：
下
野
市
小
中
学
校
音

楽
祭
実
行
委
員
会

（
構
成
団
体　

下
野
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
・
下
野
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
））

作業の様子と完成品
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10
月
18
日
、
第
８
回
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る

市
民
活
動
団
体
や
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
す
る
個
人

が
出
展
者
と
な
り
、
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
会
場
づ
く
り
か

ら
運
営
ま
で
出
展
者
が
協
力
し

て
実
施
す
る
の
が
こ
の
イ
ベ
ン

ト
の
特
徴
で
す
。
出
展
者
の
活

動
案
内
だ
け
で
な
く
、
模
擬
店

や
様
々
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
各
ブ
ー
ス
と
も
た
く
さ

ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

で
出
展
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
寸
劇
と
撮
影
会

が
実
施
さ
れ
、
会
場
の
注
目
を

浴
び
ま
し
た
。

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

話
し
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、

心
を
こ
め
て
聴
く
傾
聴
の
対
話

ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
全
５
回
学
習

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
受
講
者

か
ら
は
、
市
民
活
動
や
家
庭
生

活
に
も
活
か
せ
る
内
容
で
、
と

て
も
参
考
に
な
っ
た
と
大
変
好

評
で
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
共
催
講
座
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て

自
主
企
画
講
座
を
開
催
し
ま
せ

ん
か
？
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
発

的
な
講
座（
教
室
）の
開
催
を
生

涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
が
応
援

し
ま
す
。

開
催
要
件

○
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
者

○
指
導
に
対
す
る
謝
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
材
料
費
等
は
受
講
者
が
負
担
。

○
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
が

会
場
と
な
り
ま
す
。

※
要
件
詳
細
や
申
込
み
に
つ
い

て
は
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

修了証を受け取る受講者

屋外会場の様子

下野市自然に親しむ会のザリガニ釣り

下野ジュニアリーダースクラブの模擬店

下野市国際交流協会の展示

下野市グリーンクラブの昔遊び

しもつけシルエット委員会の寸劇

下野市杏支部

ワークショップの様子

「
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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■「しもつけサタデーモーニング」は下野市役所協力のもと、
2013年7月から始まった下野市をPRするラジオ番組です。
この2年間番組制作を通して下野市の魅力を沢山見つけてき
ました！今年は下野市制10周年を迎えます。これからますま
す、下野市を盛りあげられるよう女子3人がそれぞれの目線で
面白く下野市の情報をお届けしています。
FM栃木レディオベリー（76.4FM）毎週土曜9:30～放送中！

パーソナリティのみきチンこと斉藤美貴です。
いつも明るく前向きに、人生は一度きり楽しんだ方が勝ち！！
ってことでポジティブに生きてます。性格は好き嫌いがはっきりしていて男っぽい
性格です。栃木生まれの栃木育ち←これ自慢です！（栃木県が大好きなのです）
そんな栃木県の中で１番小さいながらも活気にあふれた魅力たっぷりの下野市を全
力でPRしています。
土曜の朝はしもつけサタデーモーニングをチェック！！

おそようございます★2015年4月から加わりま
した。リポーター2号のミサミサこと日暮美沙子
です！マイブームはカメラ！新調した一眼レフを
片手にウロチョロしてます。
自称得意分野は食レポ！「私に与えられた使命は
・・・美味しいものを食べつくすこと・・・」下
野市をぺろっとまるごといただきます～♪あ、も
ちろんダイエットも頑張りますよ～！明日から本
気出すもんねﾟ+.(ﾉ*･ω･)ﾉ*.

リポーターのミッシーこと渡辺美潮です
みなさんお気づきになりましたか？私達全員頭文字が
“M”なんです。ミッシーはしもサタトリオ３Mの中
で一番テンションが高く、声が大きいです（笑）目指
すは愛と正義の美少女戦士しもサタリポーターです！
下野市には歴史ある場所やちょっと不思議なスポット
までありますよ！まだまだ下野市は奥が深くてまだま
だ計り知れません！よく道の駅しもつけにはプライベ
ートで出没しています！皆さん仲良くしてくださいね。

このコーナーは下野市の国際交流員のマシアスブリッタスドーフ
先生と一緒にドイツのお話しを交えながら楽しく進めていくコー
ナーです。
１０月はマシアス先生に初めてのスポーツに挑戦してもらいまし
た！写真にもありますようにバッティングセンターに行って来ま
した。ドイツにはバッティングセンターはないそうで、マシアス
先生が日本に来てまず行って見たい場所の１つでした。投球マシ
ーンから投げられるボールを撃つのももちろん初めて！！その割
にはカキーンといい音を響かせてボールを飛ばしていました。さ
すがマシアス先生！！運動神経抜群です。ちなみに日本のバッテ
ィングセンターは、サラリーマンがストレス解消のためにスーツ
姿でバットを振っているイメージがあったそうです（笑）

しもつけサタデーモーニングってどんな番組？

ミサミサミッシー

みきチン

国際交流員マシアスの
ラウスミット・デア・
　　　　　 シュプラーヘ

しもサタ
 コーナー紹

介♥

◆パーソナリティ◆
斉藤 美貴（写真中央）

愉快な「しもサタトリオ」が今日も下野市をゆく！

◆リポーター◆
渡辺 美潮（写真左）　日暮 美沙子（写真右）
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取材から帰ってきたら、録音した音声データをパ
ソコンに取り込みます。取り込んだデータは聞き
取りやすいか、表現はおかしくないか、情報に誤
りがないかなどチェックをして、コーナーの時間
内に収まるように編集をします。さあ、完成まで
もう少し！

　「しもサタ」のクイズは、毎月その月の最初の週にクイ
ズをお出しして、その月の最終週に答え合わせをして当選
者を決めています。
　クイズの応募期間は１週間になります。プレゼントは下
野ブランド品を中心にお送りしています。今月１１月は下
野市にゆかりのある物を当てていただく「クイズこれはな
んでしょう？」です！

グリムの森フェスティバルが開催
されました！MCでミッシーが参
加してきましたよ♪毎年来場者数
が増えていて、年々盛りあがって
いるそうです。屋外イベントでは
ライブや模擬店、今年はグリム童
話の主人公になれる体験というこ
とで小さい女の子対象に赤ずきん
と白雪姫の衣装を着てイベントを
楽しむなど催しも増えています！
ホールで開催された森の音楽会は
様々な音楽に触れられる貴重な時
間でした。珍しい楽器の音色や本格的なオーケストラによる演奏
など魅力溢れるステージばかり。ダンスや歌などの子どもたちに
よるパフォーマンスは可愛くてパワーをいただきました！また来
年には少し大きくなったみんなが見られるのかと思うと楽しみで
すよね！グリムの森フェスティバルといえば、２階のカフェパウ
ゼで開かれている『ビールまつり』ですよね！ドイツビールにド
イツ料理を楽しむことができるので、カフェスペースが沢山の人

で賑わっていました。シュニッ
ツエルや牛肉のグーラッシュ煮
込みなど最高です♥ディナータ
イムには生演奏もありました♪
丸１日下野市を満喫できるフェ
スティバルでした♥

プレゼントは
『 道の駅しもつけの冬野菜セット
（しもつけブランド認定、ちぢみほうれん草を含む）』です。
　しもサタより、クイズ正解者の中から抽選で5名の方に
当選ハガキをお送りします！
　当選された方は道の駅しもつけにハガキを持参して商品
と引き換えになります。１１月７日の放送を聞いて問題を
チェックしてくださいね！
　しもサタのブログにも問題を載せていますので、
ブログも要チェックですよ♪

1.取 材

取材から帰ってき

2.編 集

しもサタブログURL
http://www.berry.co.jp/shimotsuke/
こちらのQRコードからもアクセスできます！

グリム 森 バルが

取材後記 11月担当：ミッシー

しもサタができるまでをご紹介しちゃいます！

季節ごとのイベントや地域の情報、グルメやビュ
ーティー、スポーツなどの様々な分野をリサーチ
！取材の日程を決めて、リポーターが機材をもっ
て現場にインタビューに向かいます！次はあなた
のところにしもサタトリオが訪れるかも♪

3.スタジオ収録
リポーターのお仕事を最後にまとめてくれ
るのはパーソナリティのみきチン。いよい
よスタジオ収録です！録音が始まるまで、
みきチンはブースの中で原稿の最終確認を
したりと緊張感が漂います！もちろんリポ
ーターもスタジオ収録に立ち会います。み
んなでより面白い番組になるよう様々な案
を出しあい収録は進んで行きます。スタジ
オ収録終了後は、BGM、SEなどを付けて
ついにしもサタの完成です！
その後皆さんのお耳に届くまでには複数ス
タッフにより試聴が行われ、間違った情報
がないかきちんと確認します。これは下野
市の情報をお届けする番組としてとても大
切なことなんです★
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ＱＲコード

利用案内
■11月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

　　南河内図書館　　
■リサイクル市
11月7日㈯・8日㈰　午前９時～
書籍・ビデオ：南河内公民館２階 会議室
※７日は午後５時、８日は午後３時で終了
雑誌：南河内図書館ロビー　午後７時終了
※バッグ（袋）類は各自でご用意ください
■読書会
11月14日㈯　午前10時～
テキスト／羽田 圭介 著「スクラップ・アンド
・ビルド」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
11月14日㈯　午前10時30分～
11月28日㈯　午後２時～
■赤ちゃんといっしょ ～読み語りを聞こう～
11月19日㈭　午前10時30分～
講　師：城鳥 律子 先生（読み語りボランティア）
会　場：南河内図書館　１階児童コーナー
対　象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定　員：15組（※要申込み）／参加無料
■大人が楽しむ切り紙はり絵講座
～干支の年賀状を作りましょう～
11月18日㈬　午前10時～正午
場　所：南河内公民館　２階会議室
講　師：森 直美 先生（切り紙はり絵作家）
定　員：15名（※要申し込み）／参加無料

　　石橋図書館　　
■大人向けスタンプラリー
10月24日㈯より実施中
詳細は石橋図書館にお尋ねください
■おはなし会　午前11時～
11月７日㈯ ・21日㈯
■読書会
11月11日㈬　午前10時～
テキスト／渋谷 昌三 著「人はなぜウソをつく
のか」
■工作会「カラフルこまをつくろう」
11月８日㈰　午後２時～
定　員：約30名（先着順）※申し込み不要
■著者を囲む会～下野市出身の歌人・山崎聡子
さんを迎えて～
11月14日㈯　午後２時～３時
定　員：約30名（※要申し込み／中学生以上）
■乳幼児向けちいさなおはなし会
11月16日㈪　午前10時30分～
■新聞コラム書き写し　※申し込み不要
11月30日㈪　午前10時～ 11時30分
■図書館寄席　※申し込み不要
11月29日㈰　午前10時30分～正午
定　員：30名（※要申し込み／小学生以上）

　　国分寺図書館　　
◇国分寺図書館蔵書点検のお知らせ
11月９日㈪から16日㈪まで蔵書点検のため休館
します。休館中はブックポストまたは南河内図
書館・石橋図書館をご利用ください。
■新聞コラム書き写し
11月６日㈮・20日㈮　午前９時～
◎20日は書き写しの後10時から講座を行います
タイトル：今年こそペン字で年賀状
講　師：井上 幸枝 先生
定　員：20名（※要申し込み／参加無料）
■文学講座「グリム兄弟のめざしたもの」
11月７日㈯　午後１時30分～
講　師：橋本 孝 先生（宇都宮大学名誉教授）
定　員：20名／要申し込み
■ジャズコンサート
11月７日㈯　午後５時～
出　演：スウィング  トワイライト ジャズ オーケストラ
定　員：20組／要申し込み
■読書会
11月21日㈯　午前10時～
テキスト／辺見 じゅん 著「収容所から来た遺書」
■お話ポケットの会のおはなし会
11月21日㈯　午後２時～
■スタッフによるお楽しみ会
11月28日㈯　午前10時30分～

　　◇ 図書館からのお知らせ ◇　　
・各館にて市内小中学生の絵画・工作・習字
等の展示を行っています。ぜひご覧ください。
・11月23日(月・祝)は、国分寺庁舎電気点検
のため市ホームページにアクセスできません。
図書館ホームページには、「下野市立図書館」
で検索して直接アクセスしてください。

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
ロマンス（南） … タナダ ユキ
　 ロマンスカーの車内販売員・鉢子は、ひょんなこ
とから中年男と箱根巡りをすることに…
猫に知られるなかれ（南） … 深町 秋生
霧（ウラル）（石） … 桜木 紫乃
嫌老社会を超えて（石） … 五木 寛之
鴎外と漱石のあいだで（国） … 黒川 創
宇都宮すてきなカフェさんぽ（国）
 … ジェイアクト
＜児童書＞
白いイルカの浜辺（南） … ジル・ルイス
へいきの平太郎（南） … 寮 美千子
ふまんがあります（石） … ヨシタケ シンスケ
ぱれーど（石） … 山村 浩二
はしれ！小学生まじょ（国） … 中島 和子
幸せとまずしさの教室（国） … 石井 光太
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館ど
　こでも貸出（貸出中は予約）が可能です

Library Inform
ation
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

読書人

小学生の頃、勉強が得意だった子、歌が上手
だった子、大人になったあの子たちはみんな
自分のいいところを生かして働いている。「働
く」ということを子どもと一緒に考えるきっ
かけになる一冊。　　　　　　（南・石・国）

ともだち

太田 大八 作・絵
講談社

聞き書き作家、銭湯絵師、モデラー…。世の
中にあんまり知られていないであろう素敵な
「仕事」たちを案内人である著者がその世界
に飛び込んで調査した職業ルポルタージュ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国）

日曜日の
ハローワーク

小田 豊二 著
東京書籍

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

10 職業 10 の仕事場と、仕事道具や仕事の
流れも詳しく紹介しており、大人も楽しめる
絵本。「続しごとば」「続々しごとば」「もっ
としごとば」などシリーズあり。（南・石・国）

しごとば

鈴木 のりたけ 作
ブロンズ新社

声優として第一線で活躍し続ける著者の声
は、おそらく誰もが耳にしたはず。飾らない
言葉で綴る覚悟と生き方。すべての職業人に
向けた魂のこもった一冊。　　　　　　（石）

声優魂

大塚 明夫 著
星海社新書

文芸志望の編集マンの異動先はまさかのロー
ティーン向けファッション誌。逆境に放り込
まれた彼の小さな成長物語に「プロの仕事」
を考えさせられる。 　　　　　　　（石・国）

プリティが
多すぎる

大崎 梢 著
文藝春秋

漫画家、プラネタリウム解説員など、働く女
性たちがときに悩み、へこみながら自分らし
い生き方を見つけていくさまを、仕事の豆知
識も盛り込みながら描く。（南・国（1巻のみ））

お仕事小説
アンソロジー
エール！
(1 ～ 3巻 )
大崎 梢・平山 瑞穂・
青井 夏海 他著
実業之日本社文庫

人生で一度きりの自分では決して見る事のできない葬
儀。小さな葬儀会社を舞台に、個性の強い社員たちが
織りなす連作短編集。死をテーマにしていながら決して
湿っぽくならず、さらりと読める笑って泣けるラブコメ
ディ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石）

セレモニー
黒真珠

宮木 あや子 著
メディアファクトリー
（MF文庫ダ・ヴィンチ）

今月のテーマ
“お仕事”特集

11月23日は勤労感謝の日。
あなたは何のために働くのかと聞かれた
ら、何と答えますか？自分のため、家
族のため、社会のため、日本のため、明
日のため、ずっと先の未来のため
…。今月は働く人や職業など、“お
仕事”にまつわる本を紹介します。

寺】
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広報しもつけ　2015.11
29



Let’s SPORTSLet’s SPORTS

国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
が

完
了
し
ま
し
た

　

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
よ
り
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じt

ト
ト

oto

助
成
金
を
受

け
、
今
年
の
７
月
よ
り
施
工
し

て
お
り
ま
し
た
国
分
寺
運
動
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
市
民
の
皆

様
に
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し

ま
し
た
が
、今
後
は
新
し
く
な
っ

た
コ
ー
ト
で
ぜ
ひ
テ
ニ
ス
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

　

雨
天
に
よ
り
一
部
種
目
が
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
、

剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
硬
式

テ
ニ
ス
、卓
球
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
軟
式
野

球
、
ス
ポ
ー
ツ
玉
入
れ
の
９
種

目
、
４
３
５
名
の
方
が
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

当
日
は
未
明
か
ら
の
断
続
的

な
雨
に
よ
り
、
肌
寒
い
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
制

施
行
10
周
年
記
念
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
例
年
に
負
け
な
い
盛

り
あ
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

競
技
役
員
・
運
営
委
員
の
皆

さ
ま
、
競
技
運
営
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●
石
橋
地
区
大
会
（
運
動
会
）

優　

勝　

栄
町
西

準
優
勝　

上
古
山

第
３
位　

若
林
南

自
治
会
対
抗
リ
レ
ー

優　

勝　

栄
町
西

●
石
橋
地
区
大
会
（
総
合
）

優　

勝　

栄
町
西

準
優
勝　

若
林
南

第
３
位　

下
古
山

第
４
位　

富
士
見
町

第
５
位　

本
町

第
６
位　

中
大
領

※ 

総
合
順
位
は
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

下
野
市
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

（
52
）１
１
６
０

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

第
10
回
下
野
市
民
体
育
祭
運

動
会
（
石
橋
・
国
分
寺
）、
第

７
回
南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

し
た
。

10
月
11
日
㈰
、
石
橋
地
区
と

国
分
寺
地
区
で
市
民
体
育
祭
運

動
会
、
南
河
内
地
区
で
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。

●
国
分
寺
地
区
大
会
（
総
合
）

優　

勝　

下
町

準
優
勝　

国
分
Ａ

第
３
位　

柴
南
２

第
４
位　

川
西

第
５
位　

川
北

第
６
位　

医
大
前
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○
高
学
年
男
子

　

嶋
田
和
也
（
薬
師
寺
小
６
年
）

　

久
保
谷
巧（
国
分
寺
東
小
６
年
）

　

木
島
凛
翔
（
薬
師
寺
小
５
年
）

　

須
藤
漱
太
（
吉
田
西
小
５
年
）

○
低
学
年
女
子

　

佐
藤
悠
衣
（
石
橋
北
小
４
年
）

　

野
口
実
夢
（
石
橋
北
小
４
年
）

○
低
学
年
男
子

　

長
谷
部
志
侑（
薬
師
寺
小
３
年
）

　

上
野
麟
太
郎（
薬
師
寺
小
３
年
）

２
０
１
５
全
日
本
青
少
年

空
手
道
選
手
権
大
会
3
位

　

8
月
23
日
京
都
府
立
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
、
国
際
空

手
道
連
盟
極
真
会
館
主
催
、

２
０
１
５
全
日
本
青
少
年
空
手

道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
次
の

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

9
歳
女
子
の
部
3
位

　

内
藤
麻
琴
さ
ん（
古
山
小
４
年
）

活　

躍　

発　

表

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
県
大
会

第
３
位

　

８
月
29
日
に
宇
都
宮
市
清
原

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
第
33

回
栃
木
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
の
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
６

年
生
以
下
の
部
に
お
い
て
、
下

野
市
の
慶
野
留
茄
さ
ん
（
吉
田

東
小
６
年
）
が
第
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た

栃
木
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
の
成
績
か
ら
竹
の
子
ク

ラ
ブ
の
小
学
生
４
ペ
ア
が
県
の

代
表
に
選

出
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
関

東
大
会
に

出
場
し
ま

し
た
。（
敬

称
略
）

　

ゴ
ル
フ
協
会

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　

☎（
44
）４
４
３
３

第
１
回
レ
デ
ィ
ー
ス
＆

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会

　

今
年
か
ら
新
た
に
始
ま
り
ま

し
た
女
性
と
シ
ニ
ア
の
親
睦
を

兼
ね
た
大
会
で
す
。
お
一
人
で

も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
19
日
㈭

■
場
所

　

思
い
川
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

■
費
用

　

プ
レ
ー
代
６
，６
０
０
円
（
昼

食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
付
き
）

参
加
費
１
，０
０
０
円

■
定
員　

40
名

■
参
加
資
格

　

女
性
及
び
60
歳
以
上
の
男
性

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

11
月
９
日
㈪
ま
で
に
、
下
野

市
ゴ
ル
フ
協
会
ま
た
は
各
地
区

役
員
ま
で
参
加
費
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

ド
ロ
ー
発
表
に
つ
い
て
は
11

月
29
日
㈪
以
降
に
テ
ニ
ス
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

柔
道
部

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　

若
林

　

☎
０
９
０（
１
７
６
７
）３
２
５
３

柔
道
教
室（
前
期
）開
催

■
日
時　

11
月
10
日
〜
12
月
８

日（
毎
週
火
曜
日　

全
５
回
）午

後
８
時
〜
９
時
30
分

■
場
所

　

国
分
寺
中
学
校
体
育
館

　
（
１
階
柔
道
場
）

■
対
象　

小
学
生（
３
年
生
以

上
）、
中
学
生
及
び
一
般

※
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み

　

11
月
10
日
㈫
午
後
７
時
40
分

に
、
国
分
寺
中
学
校
体
育
館
柔

道
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

主
催
者
側
で
は
傷
害
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
参
加
者

各
自
で
の
加
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

体
育
協
会

　

テ
ニ
ス
協
会

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　

テ
ニ
ス
協
会　

井
上

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

■
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://hom
epage2.

nifty.com
/SCT

A
/

第
10
回
下
野
市
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会　

参
加
者
募
集

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式

試
合
と
し
て
標
記
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
６
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

オ
ー
プ
ン

■
種
目　

混
合
ダ
ブ
ル
ス

■
参
加
費　

２
，５
０
０
円

■
申
し
込
み

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口
へ
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
受
付　

11
月
９
日
㈪

〜
26
日
㈭
午
後
５
時
ま
で
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リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ

　

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
で
は
毎
年

7
・
8
月
に
水
に
親
し
む
た
め

の
カ
ヌ
ー
教
室
を
Ｂ
＆
Ｇ
し
も

つ
け
指
導
者
会
の
指
導
の
も
と

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室

は
全
6
回
で
小
学
5
年
生
以
上

な
ら
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
、
カ
ヌ
ー
の
技
術
を
習
得

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
水
辺
で

安
全
に
活
動
で
き
る
知
識
や

技
能
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
辺
の
活
動
は
危
険
だ
か
ら
と

遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
意
識

と
技
能
を
身
に
つ
け
、
カ
ヌ
ー

を
と
お
し
て
自
然
活
動
の
楽
し

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

カ
ヌ
ー
教
室
・
リ
バ
ー
ツ
ー

リ
ン
グ
の
は
じ
ま
り

　

海
も
な
い
山
も
な
い
活
動
に

適
し
た
川
も
な
い
！
下
野
市
に

は
熱
い
思
い
の
指
導
員
が
い
る
。

　

下
野
市
で
は
、
な
か
な
か
体

験
で
き
な
い
カ
ヌ
ー
（
カ
ヤ
ッ

ク
）、
せ
っ
か
く
指
導
員
が
い

る
の
だ
か
ら
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
に

よ
り
習
得
し
た
カ
ヌ
ー
の
指
導

技
術
を
利
用
し
て
1
人
で
も
多

く
の
方
に
体
験
し
て
も
ら
い
た

い
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
に
よ
り
プ
ー
ル
で

カ
ヌ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
で
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、
水
辺
の
安
全
教
室
も
組
み

込
み
、
安
全
に
楽
し
く
水
辺
で

遊
び
、
活
動
し
て
も
ら
う
た
め

の
知
識
や
技
能
を
身
に
着
け
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
大
自
然

で
カ
ヌ
ー
を
漕
ぐ
醍
醐
味
、
自

然
い
っ
ぱ
い
の
魅
力
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く
大
人
も
貴

重
な
遊
び
の
場
で
あ
り
、
学
び

の
場
と
し
て
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ン

グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

思
川
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
で

は
、
緩
や
か
な
流
れ
や
少
し
激

し
さ
の
あ
る
流
れ
、
水
し
ぶ
き

で
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
！
思
っ
て
い

た
よ
り
も
激
し
さ
も
あ
り
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
い
と
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

準
備
を
し
て

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
！

■参加者から
　プールで練習した技術を自然の中で発揮し、パドルを懸命に操り汗した体に、川面を渡るさわやかな風が
とても気持ちよいツーリングでした。また来年も参加しますので、よろしくお願いします。

指導者の説明を熱心に聞く参加者

いよいよ出発の準備です。

川には色々な難所が待ち構えています。
無事通過できる人と、沈没する人が・・・。

ライフジャケット浮遊体験気持ちいい

そして出艇！えいえい　お～～～

全員無事にゴールしました。
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■
演
題　
「
炭
鉱
閉
山
か
ら
の

復
興
」
〜
女
性
の
仕
事
・
生
き

方
を
考
え
る
〜

■
講
師　

カ
レ
イ
ナ
ニ
早
川
さ
ん

　

映
画
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
の
主
役

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
先
生
で
す
。

■
見
ど
こ
ろ　

フ
ラ
ダ
ン
ス
で

の
地
域
復
興
支
援
な
ど
、
希
望

を
も
っ
て
生
き
て
い
く
大
切
さ

と
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
う
か

が
い
ま
す
。
ス
パ
・
リ
ゾ
ー
ト

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
の
フ
ラ
ガ
ー
ル

が
特
別
出
演
し
ま
す
。
生
徒
さ

ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

も
お
見
逃
し
な
く
‼ 

■
託
児
あ
り
（
有
料
）　

託
児

ご
希
望
の
方
は
、
11
月
22
日

ま
で
に
山
口
（
☎
／
（
53
）

４
５
６
０
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

　

市
民
協
同
推
進
課

　

☎（
40
）５
５
８
５

　

 
shim

inkyoudousuishin@
city.shim

otsuke.lg.jp

男
女
共
同
参
画
社
会

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
作
品
募
集

〜
家
族
の
家
事
育
児
〜

　

市
で
は
、
「
家
族
の
家
事
・

育
児
」
を
テ
ー
マ
に
、
年
齢
や

性
別
に
関
係
な
く
、
家
事
や
育

児
を
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
よ

う
す
を
収
め
た
写
真
を
募
集
し

ま
す
！

　

夫
婦
が
一
緒
に
家
事
や
育
児

を
行
っ
て
い
る
よ
う
す
や
子
ど

も
が
お
手
伝
い
を
頑
張
っ
て
い

る
よ
う
す
、
祖
父
母
が
孫
育
て

を
し
て
い
る
よ
う
す
（
イ
ク
ジ

イ
、
イ
ク
バ
ア
）
や
男
性
が
家

事
・
育
児
に
奮
闘
し
て
い
る
よ

う
す
（
イ
ク
メ
ン
、
カ
ジ
ダ

ン
）
な
ど
身
近
な
日
常
の
ひ
と

こ
ま
を
撮
影
し
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
‼

　

図
書
カ
ー
ド
３
千
円
分

☆ 

優
秀
賞
2
点

　

図
書
カ
ー
ド
２
千
円
分

☆ 

佳
作
3
点

　

図
書
カ
ー
ド
千
円
分

※ 

下
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
が
審
査
に
加
わ
り
、

賞
を
決
定
し
ま
す
。

■
結
果
発
表

　

平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
す
る
ほ

か
、
入
賞
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

　

そ
の
他
、
個
人
情
報
の
取
扱

い
及
び
注
意
事
項
に
つ
い
て
は
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
要
項

を
必
ず
ご
確
認
の
う
え
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

市
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ

〜
だ
れ
も
が
輝
く
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
条
例
（
案
）
及

び
第
二
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
案
〜

　

市
で
は
、
男
女
が
お
互
い
尊

重
し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、

■
テ
ー
マ

　

家
族
の
家
事
・
育
児

■
応
募
資
格

　

下
野
市
在
住
、
在
学
、
在
勤

の
方
（
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る
）

■
応
募
受
付
期
間

　

12
月
18
日
㈮
（
必
着
）

■
作
品
規
定

・ 

「
２
Ｌ
版
（
１
２
７
㎜
×
１

７
８
㎜
）
で
プ
リ
ン
ト
し
た

写
真
」
ま
た
は
「
４
０
０
万

画
素
以
上
の
写
真
デ
ー
タ
」

・ 
モ
ノ
ク
ロ
・
カ
ラ
ー
と
も
に
可

・ 

未
発
表
の
も
の
で
自
作
作
品
に

限
る
（
合
成
・
加
工
は
不
可
）

・
１
人
３
点
ま
で
応
募
可
能

■
応
募
方
法

⑴
プ
リ
ン
ト
写
真
の
場
合

　

 

プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
と
応
募

票
を
セ
ッ
ト
で
郵
送
ま
た
は

持
参
く
だ
さ
い
。

⑵
写
真
デ
ー
タ
に
よ
る
場
合

　

 

件
名
に
「
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
」

と
記
載
し
、
本
文
に
①
応
募

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
年

齢
③
性
別
④
住
所
⑤
電
話
番

号
⑥
作
品
タ
イ
ト
ル
⑦
エ
ピ

ソ
ー
ド
（
50
字
以
内
）
を
記

入
の
う
え
、
写
真
デ
ー
タ
を

添
付
し
て
メ
ー
ル
で
提
出
く

だ
さ
い
。

■
賞

☆ 

最
優
秀
賞
1
点

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目

指
し
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
基
本
理
念
を
定
め
た
条
例
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
の

第
二
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
も
、
改
定
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
条
例
案
及
び
プ
ラ

ン
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

概
要
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
男
性
も
女
性
も
輝
き

続
け
ら
れ
る
社
会
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
29
日
㈰

　

午
後
１
時
〜

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※ 

こ
の
説
明
会
は
、
し
あ
わ
せ

な
男
女
共
同
参
画
を
探
る
つ

ど
い
の
第
１
部
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

講
演
会
の
お
知
ら
せ

〜 

し
あ
わ
せ
な
男
女
共
同
参
画

を
探
る
つ
ど
い
〜

【
下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念
市

民
提
案
事
業
】（
申
込
不
要
）

　

下
野
つ
ば
さ
の
会
で
は
、
次
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
29
日
㈰

　

午
後
1
時
〜

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル
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LESSON5 下
しもつ け

野市
し

自
じ ち

治基
き ほ ん

本条
じょうれい

例情
じょう ほ う し

報紙を読んでみよう！
LESSON4で、まちづくりはまちの情報を知ることから！と紹介させていただきました。自治基本条例情
報紙は、まちづくり活動をしている団体のことなど毎回テーマを決めて編集し、発行しています

カンピくん
〔道の駅しもつけイ
メージキャラクター、
下野市観光大使〕

名前は「らいさま」とよばれているよ。豊かな地域づくりにつながるよ
う願いを込めて名付けられたんだよ。
らいさまで、まちづくりを進めるための情報共有がすすむといいね！

創刊号は、今年の3月発行で、特集は「地域を元気にする。」地域のおま
つり・イベントなどの記事が載っているよ。第2号は9月に発行したばか
りで、特集は「輝く！若い力」、参画する中学生や高校生の記事が載って
いるんだ。どちらも、市民が編集員委員としてかかわっているよ。

先月、「こういった情報紙は貴重なので、教材としてとして取り上げたい」
と大学教授から問い合わせがあったばかりなんだ。うれしいな。
らいさまを、多くのみなさんに、読んでほしいです。

そういえば、創刊号や第２号を、各庁舎のほか、公民館や生涯学習情報
センターで見かけたね。

第３号の発行も待ち遠しいね。有料広告の募集もしているので、よろしく
お願いします。

「らいさま」には、どんなことが載っているの？

下野市自治基本条例情報紙ってなんだろう・・・？。

こまろ（下毛野朝臣古
麻呂）〔下野薬師寺の建
立、大宝律令の選定に
携わった下野市ゆかり
の人物〕

平成26年４月からから下野市自治基本条例が施行されました。今回は５回目です。

☆まちづくりは、まちの情報を知ることから！

■問い合わせ先　市民協働推進課　☎（40）5585

創刊号　特集　地域を元気にする
Ｐ２　　吉田村まつり
Ｐ３　　企業と地域～曙フーズ～
Ｐ４　　グリムの森イルミネーション
Ｐ５　　 いしばしイベントめぐりスタンプラリー

第２号　特集　輝く！若い力
Ｐ２　　子ども未来プロジェクト
Ｐ３　　計画づくりへの参画進行中！
Ｐ４　　グリムの森イルミネーション
Ｐ５　　 いしばしイベントめぐりスタンプラリー

創
刊
号

第
２
号
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■
高
松
市
へ

　

平
成
13
年
か
ら
始
ま
っ
た
高

松
市
と
の
交
流
は
今
年
も
活
発

な
交
流
が
引
き
続
き
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

８
月
５
日
〜
７

日
ま
で
の
３
日
間
、

高
松
市
と
の
親
善
友

好
交
流
と
し
て
第
13

回
目
と
な
る
小
学
生
派
遣
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
の
派

遣
団
は
、
市
内
小
学
６
年
生
22

名
、
団
長
、
引
率
者
（
小
学
校

教
諭
）
と
事
務
局
（
市

民
協
働
推
進
課
）
の
計

26
名
で
し
た
。

　

地
元
の
国
分
寺
北

部
小
、
南
部
小
の
児

童
と
の
交
流
発
表
会

や
つ
な
が
り
の
軸
で

あ
る
讃
岐
国
分
寺
跡

等
の
貴
重
な
歴
史
遺

産
を
見
学
し
た
り
、

讃
岐
国
分
寺
交
流
協

会
の
方
々
の
ご
好
意

に
よ
る
地
引
網
体
験

を
し
た
り
と
、
新
た

な
友
情
作
り
と
高
松

市
の
風
土
に
触
れ
、

両
市
の
絆
を
さ
ら
に

深
め
ま
し
た
。

■
小
学
生
受
入
事
業

　

８
月
18
日
に
高
松

市
讃
岐
国
分
寺
小
学
生

交
流
団
23
名
が
下
野
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
ゆ

う
ゆ
う
館
で
行
わ
れ
た

歓
迎
会
で
は
、
下
野
市
国
内
交

流
協
会
の
女
性
役
員
の
方
々
に

よ
り
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
卵
と
じ

汁
を
は
じ
め
カ
レ
ー
と
サ
ラ
ダ

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
松
市
と
下
野
市

の
小
学
生
交
流
団
員
の
交
流
会

を
行
い
、
風
土
記
の
丘
資
料
館

や
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
、
道
の

駅
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

■ 

第
22
回
グ
リ
ム
の
里　

夏
期

日
本
語
講
習
会

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
主

催
で
、
毎
年
８
月
に
グ
リ
ム

の
里
夏
期
日
本
語
講
習
会
を
行

い
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
が
下

野
市
を
訪
問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
日
本
語
を
学
ん
だ
り
、
日

本
文
化
を
体
験
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

22
回
目
と
な
る
今
回
の
講
習

会
は
８
月
17
日
㈪
〜
８
月
31
日

㈪
の
２
週
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
、
７
名
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
専
門
の
講
師
に
よ

る
日
本
語
の
授
業
を
は
じ
め
、

書
道
・
茶
道
体
験
、
浴
衣
着
付

け
体
験
な
ど
の
日
本
の
伝
統
文

化
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

そ
し
て
自
治
医
科
大
学
生
と
の

交
流
会
な
ど
、
多
彩
な
行
事
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
並
び
に
関
係
者
の

方
々
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

国
内
・
国
際
交
流
事
業

　

来
年
も
広
報
し
も
つ
け
の
６

月
号
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生

を
お
世
話
し
て
い
た
だ
く
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
す
る
予

定
で
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

浴
衣
着
付
け
体
験
の
様
子

ふ
く
べ
細
工
作
り
体
験
の
様
子

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
同
推
進
課　

☎（
40
）５
５
８
５
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今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

N響メンバーによるコンサート…P37

ドナルド・マクドナルド・ハウス  とちぎ  オープンハウス2015…P38

夕顔のしずくが新しくなりました…P42

職場体験プログラム…P44

下野市の魅力フォトコンテスト…P45

月 火 水 木 金 土 日
10/29 10/30 10/31 11/1

10月生まれです！みうちゃん

天平の芋煮会（9.10）

2 3 4 5 6 7 8
パソコン基本
操作相談窓口
（10.9）

しもつけ市民
芸術文化祭
2015（10.10）

ふれあいコ
ンサート
（10.38）

アコーディオ
ンによる歌声
（10.45）

スナッグゴルフ教室
（10.15）
市民農園まつり（10.30）
議会報告会（10.40）
細谷小学校祭（10.19）

親善テニス大会（10.14）
産業祭（10.37）
国分尼寺50周年講演会
（10.38）
しもつけご当地グルメ推
進事業（10.31）

9 10 11 12 13 14 15
無料調停相談
会（11.48）

糖尿病予防教
室（10.25）
石高マラソン
大会（10.39）
司法書士無
料相談会
（11.48）

オカリナ入門
講座（10.45）
がん患者と家
族のサロン
（11.40）
多重債権者相
談会（11.48）

障がい者スポーツ交流会
（10.16）
姿川クリーン作戦
（10.46）
あおぞら祭（10.45）
料理講座（10.47）

自然の森に親しもう
（10.44）

16 17 18 19 20 21 22

つんちゃん

子育て巡回
相談つくし
（11.16）

レディース＆
シニアゴルフ
大会（11.31）

しもつけ風土記の丘資料
館秋のイベント（11.43）

下野市書道連盟実技講習
会（11.39）
ワンワンふれあいフェス
ティバル（11.20）

23 24 25 26 27 28 29
こころの健康
相談（11.16）

ヘルシース
タート教室
（11.15）

行政書士相談
会（11.48）
オカリナ入門
講座（10.45）

子育て巡回
相談みるく
（11.16）

男女共同参画社会づくり
条例説明会（11.33）
男女共同参画講演会
（11.33）

30 12/1 2 3 4 5 6
調理実習
（11.15）

世界エイズ
デー（11.14）

家族介護者交
流会（11.19）

まーちゃん

オカリナの集い（11.43）
ドナルド・マクドナルド・
ハウス とちぎ オープンハ
ウス2015（11.38）

笑いヨガ（11.15）
みんなで外ごはん
（11.24）
ミックスダブルテニス大
会（11.31）
しもつけマーケット
（10.31）

7 8 9 10 11 12 13
みそ汁塩分測
定会（10.25）

とちぎジョブ
モール巡回相
談（11.47）
オカリナ入門
講座（10.45）

総合計画市民説明会
（11.39）
人権教育講演会（11.24）

第7回定期歴史講座
（11.43）

誕生日のみんな！
おめでとう

秋の火災予防運動
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

イ
ベ
ン
ト

下
野
市
制
10
周
年
記
念

Ｎ
響
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
室
内
楽
名
曲
の
愉
し

み
」
を
実
施
し
ま
す

11/22

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
に
フ
ル
ー
ト

が
加
わ
っ
た
、
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
日
時

　

11
月
22
日
㈰

　

午
後
２
時
30
分
開
演

■
曲
目

　

W
・
A
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
フ

ル
ー
ト
四
重
奏
曲　

ハ
長
調

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
／
弦
楽
四
重
奏

曲
「
ア
メ
リ
カ
」

山
田
耕
筰
／
ペ
チ
カ　

他

■
会
場

　

グ
リ
ム
の
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
前
売
入
場
券

　

一
般
２
，５
０
０
円

　

学
生
１
，５
０
０
円

※ 

学
生
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
す
。
未
就
学
児
の
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
前
売
券
販
売
所

　

グ
リ
ム
の
館
、
下
野
市
内
公
民

館
（
国
分
寺
、南
河
内
、南
河
内
東
、

石
橋
）、
Ｆ
Ｋ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ク
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ｅ
プ
ラ
ス

■
後
援

　

下
野
市
、
下
野
市
文
化
協
会

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

　

☎（
52
）１
１
８
０

青
島
広
志
の
お
し
ゃ
べ
り

コ
ン
サ
ー
ト

12/12
　
「
日
本
の
歌
は
す
ば
ら
し
い　

―
昔
話
と
音
楽
―
」

　

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
懐
か
し

い
歌
を
一
緒
に
歌
い
な
が
ら
、
作

曲
家
や
詩
人
の
こ
と
も
お
話
し
ま

す
。
ご
家
族
で
ど
う
ぞ
。

■
日
時　

　

12
月
12
日
㈯
午
後
３
時
開
演

■
出
演

　

 

青
島
広
志
（
ピ
ア
ノ
・
お
話
）、

小
野
つ
と
む
（
テ
ノ
ー
ル
）

■
会
場

　

グ
リ
ム
の
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
前
売
り
入
場
券

　

お
と
な
２
，５
０
０
円

　

こ
ど
も
１
，５
０
０
円

※ 

「
こ
ど
も
」
は
３
歳
以
上
中
学

生
ま
で
。
２
歳
以
下
で
大
人
の

膝
の
上
の
子
ど
も
は
無
料
。

■
前
売
券
販
売
所

　

グ
リ
ム
の
館
、
下
野
市
内
公
民

館
（
国
分
寺
、南
河
内
、南
河
内
東
、

石
橋
）、
Ｆ
Ｋ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ク
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
e
プ
ラ
ス

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

　

☎（
52
）１
１
８
０

県
南
市
場
ま
つ
り

（
感
謝
市
）開
催

11/22
　

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

は
、
県
南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
生
鮮
食
料
品
流

通
の
拠
点
市
場
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
に
お
け
る
市
場
の
発
展
と
日
頃

の
利
用
に
感
謝
し
県
南
市
場
ま
つ

り
（
感
謝
祭
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
場
内
の
設
備
や
取

扱
品
等
を
消
費
者
の
皆
様
に
直
接

見
て
い
た
だ
き
、
流
通
の
し
く
み

や
市
場
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、

こ
れ
か
ら
も
永
く
愛
さ
れ
る
市
場

と
な
る
よ
う
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

当
県
南
市
場
は
環
境
・
リ
サ
イ

ク
ル
関
係
の
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、「
環
境
展
」
も
併
せ
て

開
催
し
ま
す
。
普
段
は
一
般
の
方

の
入
場
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
22
日
㈰

　

午
前
７
時
〜
午
後
１
時
ま
で

■
会
場

　

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　

小
山
市
大
字
下
河
原
田
９
５
４

番
地
（
国
道
50
号
線
沿
い
）

■
催
物

・ 
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関

連
商
品
の
展
示
販
売

・
野
菜
・
果
物
の
模
擬
せ
り

・
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

・
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
作
り

・
抽
選
会

・
ま
ぐ
ろ
目
方
当
て
ク
イ
ズ

・ 

リ
ン
ゴ
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競

争
・
輪
投
げ

・
ビ
ン
ゴ
大
会

・ 

か
に
汁
・
焼
き
そ
ば
・
イ
カ
ポ

ッ
ポ
焼
き
・
う
ど
ん
・
そ
ば

等
の
売
店

・
風
船
・
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

・ 

有
機
性
資
源
の
循
環
利
用
の
意

義
及
び
必
要
性
の
普
及
啓
発

・ 

県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
で
の
処
理
品
（
有
機
肥

料
）
の
無
料
配
布

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
集
合

・
よ
さ
こ
い
他

■
問
い
合
わ
せ
先

　

☎（
38
）３
３
３
０

　

 
http://w

w
w
.kennanichiba.

org/

1
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ベ
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職

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ　

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
２
０
１
５

12/5

　

病
気
の
子
ど
も
と
家
族
の
た
め

の
第
二
の
我
が
家
っ
て
ど
ん
な

所
？
一
日
ハ
ウ
ス
を
開
放
し
て
、

見
学
会
の
他
、
支
援
企
業
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、
石
窯
焼
き

ピ
ザ
、
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ビ
ン
ゴ

を
開
催
し
ま
す
。

★
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス
は
病
気
の
子
ど
も
と
そ
の

家
族
が
宿
泊
で
き
る
施
設
で
す
。

１
泊
1
0
0
0
円
の
料
金
の
他
は
、

寄
贈
と
寄
付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

　

下
野
市
祇
園
２

－

36

－

３

　

自
治
医
大
2
号
館
3
階

■
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者
募

集　

1
グ
ル
ー
プ
1
0
0
0
円
・

個
人
5
0
0
円
の
募
金
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ
を
支
え
る
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎（
58
）7
5
5
1

お
知
ら
せ

石
橋
経
友
会
か
ら
、車
い

す
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た

　

10
月
31
日
、
グ
リ
ム
の
館
に
お

い
て
、
石
橋
経
友
会
の
設
立
40
周

年
記
念
式
典
が
市
長
臨
席
の
も
と

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
石
橋
経
友
会

か
ら
、
市
へ
車
い
す
10
台
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

　

車
い
す
は
、
石
橋
地
区
の
公
共

施
設
で
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

石
橋
経
友
会（
氏
家
啓
治
会
長
）

か
ら
板
橋
副
市
長
へ
車
い
す
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

新
教
育
委
員
に
石
嶋
和
夫
氏

　

前
原
久
氏
の
退
任
に
伴
い
、
９

月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
で

の
同
意
を
得
て
、
石
嶋
和
夫
氏
が

新
た
な
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

■
教
育
委
員
会
の
構
成（
敬
称
略
）

委
員
長　

永
山　

伸
一
（
祇
園
）

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　

三
橋　

明
美（
小
金
井
）

委　

員　

熊
田　

裕
子
（
祇
園
）

委　

員　

石
嶋　

和
夫（
下
古
山
）

教
育
長　

池
澤　

勤（
上
三
川
町
）

　

子
育
て
家
族
が
イ
ベ
ン
ト
に
安

心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、
テ
ン

ト
や
折
り
た
た
み
式
オ
ム
ツ
交
換

台
等
備
品
一
式
を
「
移
動
式
赤
ち

ゃ
ん
の
駅
」
と
し
て
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
時
の

オ
ム
ツ
交
換
や
授
乳
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
貸
出
し
の
条
件

・ 

市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る

団
体

・ 

特
定
の
政
治
、
思
想
ま
た
は
宗

教
の
活
動
を
目
的
と
し
な
い

団
体
及
び
イ
ベ
ン
ト

・ 

乳
幼
児
を
連
れ
た
保
護
者
が
参

加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

・ 

法
令
ま
た
は
公
序
良
俗
に
反
し

な
い
団
体
及
び
イ
ベ
ン
ト

■
利
用
の
流
れ

①
申
し
込
み

　

貸
出
申
込
書
を
、
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
が
わ
か
る
資
料
を
添
え
て
、

こ
ど
も
福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
受
け
付
け
は
、
貸
出
日
の
６

か
月
前
か
ら
７
日
前
ま
で
で
す
。

貸
出
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
中
で
す
。

②
申
込
者
へ
の
通
知

　

審
査
の
う
え
、
貸
出
し
の
可
否

を
決
定
し
、
申
込
者
に
通
知
し
ま

す
。

③
借
り
受
け

　

申
込
者
は
、
こ
ど
も
福
祉
課
か

ら
「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
（
テ

ン
ト
等
一
式
）」
を
借
り
受
け
て

く
だ
さ
い
。

④
返
却

　

こ
ど
も
福
祉
課
に
使
用
実
績

報
告
書
を
添
え
て
、「
移
動
式
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
（
テ
ン
ト
等
一
式
）」

を
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」の
無
料
貸
出
し
中
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

2
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敬
老
会
の
席
上
で
金
婚
夫
婦
祝

福
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

お
互
い
に
い
た
わ
り
励
ま
し
合

い
、
家
庭
を
支
え
社
会
に
貢
献
し

て
き
た
ご
夫
婦
を
祝
福
す
る
た
め

に
、
敬
老
会
の
席
上
で
今
年
度
結

婚
50
周
年
を
迎
え
る
金
婚
夫
婦
を

祝
福
し
ま
し
た
。

　

33
組
が
表
彰
さ
れ
、
市
長
か
ら

祝
詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
飯
島　

照
夫
・
富
子

〇
飯
野　

優
卿
・
郁
子

〇
猪
瀬　

廣
行
・
安
子

〇
岩
渕　

冶
平
次
・
和
子

〇
植
田　

一
郎
・
ミ
チ
子

〇
上
野　

幸
光
・
惠
子

〇
生
沼　

一
平
・
キ
ミ
エ

〇
大
貫　

達
雄
・
紀
子

〇
大
橋　

四
郎
・
ミ
チ
子

〇
大
橋　

光
雄
・
節
子

〇
尾
花　

重
吉
・
セ
キ

〇
金
子　

充
・
都

〇
川
中
子　

庄
司
・
セ
ツ

〇
北
田　

英
之
・
彰
子

〇
小
泉　

周
三
・
幸
枝

〇
小
平　

定
男
・
富
士
枝

〇
小
林　

健
三
・
美
智
子

〇
佐
藤　

匡
省
・
イ
ツ
子

〇
芝
野　

實
・
裕
子

〇
島
﨑　

房
夫
・
ト
シ

〇
杉
山　

歳
茂
・
礼
子

〇
髙
木　

達
男
・
德
子

〇
髙
瀨　

敬
・
美
子

〇
髙
山　

元
二
・
タ
ツ

〇
生
井　

武
雄
・
カ
ツ
ヱ

〇
野
口　

充
勇
・
智
美
江

〇
原　

春
雄
・
富
佐
子

〇
東
川　

良
市
・
タ
ツ

〇
福
澄　

直
夫
・
チ
ヱ
子

〇
星　

定
夫
・
克
子

〇
眞
分　

進
・
久
子

〇
三
上　

悌
次
・
美
哉
子

〇
渡
邉　

勇
夫
・
弘
子

（
敬
称
略　

五
十
音
順
）

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
福
祉
課　

☎（
52
）1
1
1
5

第
二
次
下
野
市
総
合
計
画
基

本
構
想・前
期
基
本
計
画（
案
）

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

■
総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
市
の
最
上
位
の

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
、
市
の
目

指
す
べ
き
将
来
像
や
行
政
の
各
分

野
に
お
け
る
施
策
、
主
要
な
事
業

等
を
示
す
も
の
で
、「
基
本
構
想
」

「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」
の
３

層
構
造
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
二
次
下
野
市
総
合

計
画
の
「
基
本
構
想
（
計
画
期
間

平
成
28
〜
37
年
度
）（
案
）」、「
前

期
基
本
計
画
（
計
画
期
間
平
成
28

〜
32
年
度
）（
案
）」
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
市
民

の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

は
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
12
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）5
5
5
0

下
野
市
書
道
連
盟

実
技
講
習
会
の
ご
案
内

　

１
日
実
技
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
書
道
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
22
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
会
場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
友
愛
館
ホ
ー
ル

■
内
容

・ 

講
師　

塚
原
秀
巌
（
作
新
学
院

高
等
学
校
書
道
教
諭
・
日
本

詩
文
書
作
家
協
会
評
議
員
）

・ 

テ
ー
マ　

漢
字
仮
名
交
じ
り
の

書
〜
創
作
入
門
〜

※ 

詩
や
歌
を
半
紙
で
書
き
、
実
技

指
導
を
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

当
連
盟
会
員
・
高
校
生
以
下　

無
料

　

非
会
員
の
方　

千
円
（
当
日
持

参
）

■
持
参
す
る
も
の

　

書
道
用
具
一
式
、
半
紙
、
墨
液
、

新
聞
紙
、
雑
巾
等

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
書
道
連
盟

　

☎
（
48
）２
０
６
８

金
婚
夫
婦
祝
福
会
を
開
催
し
ま
し
た
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平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
消
費
税
の
引
き

上
げ
に
伴
う
負
担
を
緩
和
す
る
た

め
、
所
得
の
低
い
方
に
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
給
付
金
は
、
基
準

日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
時
点

で
下
野
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
方

（
外
国
人
を
含
む
）
が
対
象
で
す
。

基
準
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が
な

い
方
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た

市
町
村
で
申
請
の
受
付
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
非

課
税
の
方

※ 

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親

族
お
よ
び
生
活
保
護
の
受
給

者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
除
き

ま
す
。

※ 

支
給
対
象
と
な
り
得
る
方
に
は

８
月
下
旬
に
通
知
書
を
発
送

し
ま
し
た
。

■
支
給
額

　

１
人
に
つ
き
６
千
円

■
申
請
受
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

申
請
期
間
に
つ
い
て
は
、
９
月

１
日
か
ら
３
月
１
日
ま
で
の
６
か

月
間
で
す
。
申
請
期
間
中
に
郵
送

ま
た
は
社
会
福
祉
課
に
直
接
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
期
間
を
過

ぎ
る
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
が
お
済
で
は
な
い
方
は
、
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
、
確
定
申
告
、
ま
た
は
住

民
税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
館
か
ら
の
お
知

ら
せ

■
プ
ー
ル
棟
休
館

　

皆
様
か
ら
ご
愛
好
い
た
だ
い
て

い
ま
す
「
ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
」

で
す
が
、
11
月
１
日
か
ら
２
月
29

日
ま
で
の
４
か
月
間
、
誠
に
勝
手

な
が
ら
、
プ
ー
ル
の
営
業
を
一
時

休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
福
祉
棟
（
風
呂
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
）
は
、
通
常
ど

お
り
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
「
ヨ
ガ
教
室
」
開
催

　

ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
10
月
か
ら

「
や
さ
し
い
ヨ
ガ
」
教
室
を
毎
週

金
曜
日
、
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

ふ
れ
あ
い
館
２
階
の
和
室
で
開
催

中
で
す
。

講
師　

馬
場
純
子
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
費　

７
０
０
円

（
ワ
ン
レ
ッ
ス
ン
制
）

※ 

１
階
受
付
券
売
機
で
チ
ケ
ッ
ト

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

対
象　

高
校
生
以
上

定
員
：
15
名
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

都
市
計
画
を
変
更
す
る
に

あ
た
り
都
市
計
画
の
案
を

縦
覧
し
ま
す

　

都
市
計
画
区
域
の
再
編（
統
合
）

に
よ
り
、
旧
石
橋
町
が
「
宇
都
宮

都
市
計
画
区
域
」
か
ら
「
小
山
栃

木
都
市
計
画
区
域
」
に
再
編
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
都
市
計
画
施
設

の
名
称
等
を
変
更
し
ま
す
。

■
縦
覧
す
る
都
市
計
画
の
案

①
小
山
栃
木
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
②
区
域
区
分
の
変
更

③
用
途
地
域
の
変
更
④
道
路
の
変

更
⑤
公
園
の
変
更
⑥
緑
地
の
変
更

⑦
駐
車
場
の
変
更
⑧
流
域
下
水
道

の
変
更
⑨
公
共
下
水
道
の
変
更

■
縦
覧
期
間

　

11
月
13
日
㈮
〜
27
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※  

都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
方
は
、
所
定
の
様
式
に

て
意
見
書
を
縦
覧
期
間
内
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
場
所
、
意
見
書
の
提
出
先

及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
都
市
計
画
課
計
画
担
当

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
4
6
5

　

栃
木
県
栃
木
土
木
事
務
所
企
画

調
査
課

　

☎
0
2
8
2（
23
）3
5
9
3

　

市
都
市
計
画
課

　

☎
0
2
8
5（
48
）2
1
1
4

自
治
医
科
大
学
附
属
病

院
「
が
ん
患
者
と
家
族

の
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て

　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。
が
ん
の
種
別

は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院 

本

館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ
ウ
ン
ジ

■
内
容

・ 

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
治
療
中

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
知
ろ
う
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
せ
先　

自
治
医
科
大
学

附
属
病
院
が
ん
相
談
支
援
室

　

☎（
58
）7
1
0
7

臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課  

☎
（
52
）
１
１
１
２

「臨時福祉給付金」の
“振り込め詐欺”や“個人情
報の詐取”にご注意ください。

ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員
をかたった電話がかかってきたり、郵便が届い
たら、市役所や警察署（または警察相談専用電話
（＃９１１０））にご連絡ください。



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.11
41

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

母
子
家
庭・父
子
家
庭・寡
婦

の
方
に
各
種
貸
付
の
ご
案
内

　

高
校
・
大
学
等
進
学
や
就
職
を

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
方
へ
、
必

要
な
資
金
を
貸
付
し
て
い
ま
す
。

・
就
学
支
度
資
金

　
（
入
学
準
備
の
た
め
の
資
金
）

・
修
学
資
金

　
（
授
業
料
、
書
籍
代
等
）

・
就
職
支
度
資
金

　
（
就
職
に
必
要
な
被
服
等
の
購

入
資
金
）

※ 

た
だ
し
、
育
英
資
金
、
そ
の
他

の
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
他
に
、
技
能
習
得

資
金
、
修
業
資
金
、
生
活
資

金
、
結
婚
資
金
、
医
療
介
護
資

金
、
住
宅
資
金
等
の
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
時
間
は
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

北
桜
祭
の
実
施
に
つ
い
て

■
日
時　

11
月
14
日
㈯

　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

■
内
容

・ 

展
示
（
総
合
産
業
高
校
の
学
習

内
容
の
紹
介
、
ド
イ
ツ
国
際

交
流
活
動
な
ど
）

・ 

農
作
物
・
加
工
品
・
作
品
の
即

売
・
櫻
笑
に
よ
る
演
舞

■
そ
の
他

・ 

小
金
井
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。（
無
料
）

・
ス
リ
ッ
パ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

・ 

校
内
で
の
写
真
、
ビ
デ
オ
撮
影

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
桜
高
校

　

小
山
市
東
山
田
4
4
8

－

29

　

☎（
49
）2
9
3
2

被
害
者
支
援
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
！

　

日
ご
ろ
皆
さ
ん
が
見
聞
き
す
る

悲
惨
な
事
件
・
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
。

そ
の
時
は
、「
被
害
者
が
か
わ
い

そ
う
」
と
か
「
犯
人
が
許
せ
な

い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
も
っ

た
。
で
も
、
時
が
経
つ
と
忘
れ
て

し
ま
う
・
・
・
。

　

現
実
に
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
、

そ
の
ご
家
族
・
ご
遺
族
は
、
一
生
、

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
を
抱
え
、

日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
方
々
の
苦
痛
を
和
ら
げ
、

様
々
な
困
難
か
ら
の
影
響
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
暖
か

な
支
援
が
必
要
で
す
。

　

被
害
者
支
援
に
つ
い
て
ご
理
解

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

警
察
に
よ
る
「
被
害
者
支
援
」

　

警
察
で
は
、
犯
人
を
捕
ま
え
て

処
罰
し
て
い
く
た
め
の
刑
事
手
続

き
を
進
め
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
へ
、
様
々
な
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
犯
罪
被
害
者
給
付
制
度

　

殺
人
等
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ

っ
て
、
ご
家
族
の
方
を
亡
く
さ
れ

た
ご
遺
族
、
重
大
な
負
傷
ま
た
は

後
遺
障
害
が
残
っ
た
被
害
者
の
方

等
不
慮
の
被
害
を
受
け
た
方
々
に

対
し
、
社
会
の
連
帯
共
助
の
精
神

に
基
づ
き
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

遺
族
給
付
金
・
重
症
病
給
付
金
・

障
が
い
給
付
金
の
3
種
類
が
あ
り

ま
す
。

■
被
害
者
連
絡
制
度
、
再
被
害
防

止
制
度

　

警
察
か
ら
一
定
の
対
象
犯
罪
に

遭
わ
れ
た
方
々
へ
捜
査
状
況
等
を

連
絡
す
る
も
の
で
す
。

　

加
害
者
か
ら
再
度
被
害
を
受
け

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
防
犯

指
導
や
警
戒
処
置
等
を
行
い
ま
す
。

■
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
制
度

　

犯
罪
被
害
が
原
因
と
な
っ
て
、

不
安
や
悩
み
事
等
を
抱
え
て
い
る

被
害
者
等
に
対
し
、
精
神
的
被
害

の
回
復
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
警
察
署

　

☎（
52
）0
1
1
0

11
月
８
日
産
業
祭
開
催
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
訂
正
に
つ
い
て

　

10
月
15
日
に
配
布
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
出
演
順
番
を
次
の
と

お
り
訂
正
し
ま
す
。

〇
石
橋
幼
稚
園

　

午
前
11
時
〜
11
時
50
分

〇
野
ば
ら
幼
稚
園

　

午
前
11
時
30
分
〜
11
時
50
分

〇
む
つ
み
愛
泉
幼
稚
園

　

正
午
〜
午
後
０
時
20
分

　

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

マイナンバー制度に便乗した不審な
電話等にご注意ください！

マイナンバー制度に関して、行政機関から電話で個人情報を聞きだすことはありません！
個人番号（マイナンバー）はむやみに教えないようにしてください。
不審な電話はすぐに切り、警察や消費生活センターにご相談ください。

　　　　　　　　　　　■問い合わせ先　下野市消費生活センター　☎（４４）４８８３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民課　　　　　　　　　☎（４０）５５５７

小
金
井
駅
東
口
発　

午
前
８
時

10
分
、
９
時
、
10
時
、
11
時

小
山
北
桜
高
校
発　

午
後
１
時

30
分
、
２
時
30
分
、
３
時
50
分
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

安
全
で
お
い
し
い
水
道
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す

　

水
道
課
で
は
水
道
が
利
用
で
き

る
地
域
の
方
に
、
井
戸
水
か
ら
水

道
水
へ
の
切
り
替
え
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

水
道
に
加
入
す
る
と
・
・
・

■
安　

全
！

　

水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
水
質
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
に

送
ら
れ
て
い
る
水
は
、
厳
し
い
検

査
を
ク
リ
ア
し
た
安
全
な
水
で
す
。

■
安　

心
！

　

蛇
口
を
開
け
れ
ば
24
時
間
い
つ

で
も
水
が
出
ま
す
。
停
電
・
ポ
ン

プ
の
故
障
・
井
戸
の
枯
渇
な
ど
、

万
が
一
の
場
合
で
も
安
心
で
す
。

■
維
持
管
理
が
楽
！

　

本
管
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま
で
の

漏
水
修
理
は
水
道
課
で
行
い
ま
す
。

　

給
水
工
事
の
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
市
指
定
給
水
工
事
事
業
者

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課
☎（
48
）２
１
２
１

「
夕
顔
の
し
ず
く
、下
野
の

お
い
し
い
水
」の
ラ
ベ
ル

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

　

災
害
時
に
お
け
る
備
蓄
用
飲
料

水
と
し
て
、
ま
た
市
の
水
道
水
の

Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
製
造
し
て
い

る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水
、「
夕

顔
の
し
ず
く
、
下
野
の
お
い
し
い

水
」
の
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
、

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル

ー
プ
で
「
栃
木
に
エ
ー
ル
」
す
る

た
め
に
結
成
さ
れ
た
三
人
組
の「
ま

ろ
に
え
ー
る
」
の
一
人
、「
瓜う

り
た田

瑠る

り梨
」
さ
ん
を
採
用
し
ま
し
た
。

瓜
田
瑠
梨
さ
ん
は「
か
ん
ぴ
ょ
う
」

を
応
援
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、

下
野
市
特
別
住
民
で
も
あ
り
、
下

野
市
が
「
か
ん
ぴ
ょ
う
」
の
生
産

量
日
本
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
起
用
と
な
り
ま
し
た
。

●
販
売
店

　
「
道
の
駅
し
も
つ
け
」

　
「
ふ
れ
あ
い
館
」

●
販
売
価
格
１
本
１
１
０
円
（
税

込
）水

道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

　

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。採

取
日

採水場所 セシウム134 セシウム137

基準値
（セシウム134 及び 137の合計） 10Bq/kg

９
月
１
日

南河内第１配水場 不検出 不検出

石　橋第１配水場 不検出 不検出

国分寺第１配水場 不検出 不検出

南河内第２配水場 不検出 不検出

石　橋第２配水場 不検出 不検出

国分寺第２配水場 不検出 不検出

メーター口径別水道加入金（件／税込み）と手数料一覧（件／非課税）
口　　径 加入金額 設計審査手数料 竣工検査手数料

13mm 54,000円
1,000円

分水工事
無　2,000円
有　4,000円20mm 140,400円

水道料金表（2か月税抜き）

口　　径 基本料金
従量料金（１㎥あたり）

1～20㎥ 21～60㎥ 61㎥～

13mm 1,300円
50円 120円 130円

20mm 1,520円

水道料金＝（基本料金＋従量料金）×1.08（消費税）
　例）メーター口径φ13ｍｍで２か月に10㎥ご使用の場合
　水道料金＝（1,300円＋10㎥×50円）×1.08＝1,944円（税込）
　※1円未満の端数が生じた場合は切り捨てとなります。

3
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第
７
回
定
期
歴
史
講
座

ご
案
内

■
内
容

①
開
催　

12
月
13
日
㈰

②
講
師　

生
涯
学
習
文
化
課

③
講
座　

横
塚
古
墳　

下
石
橋
愛
宕
塚
古
墳
の
調
査

④
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料　

１
０
０
円

■
受
付
開
始　

12
月
１
日
㈫
か
ら

■
募
集
人
数　

40
名
（
定
員
制
）

■
応
募
方
法　

し
も
つ
け
風
土
記

の
丘
資
料
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み　
（
先
着
順
）

　

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
受

付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

秋
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

縄
文
時
代
の
技
法
で
あ
る
「
編

布
（
あ
ん
ぎ
ん
）」
で
編
み
物
体

験
を
開
催
し
ま
す
。
素
敵
な
コ
ー

ス
タ
ー
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
め
て
の
方
も
気
軽
に
ご

参
加
で
き
る
体
験
で
す
。

■
内
容

①
開
催　

11
月
21
日
㈯

②
体
験　

コ
ー
ス
タ
ー
作
り

③
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

３
０
０
円
（
入
館
料
無
料
）

■
受
付
開
始

　

11
月
５
日
㈭
か
ら

■
募
集
人
数

　

15
名
（
定
員
制
）

　
【
対
象
】
小
学
１
年
生
以
上

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み　

（
先
着
順
）

　

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
受

付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」

　

資
料
館
で
は
、
自
ら
の
興
味
・

知
識
・
経
験
・
技
術
を
活
か
し
て

資
料
館
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し

ま
す
。　

■
内
容

①
歴
史
学
習
グ
ル
ー
プ

　
（
小
学
校
団
体
の
対
応
）

　

活
動
時
間　

平
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

②
解
説
グ
ル
ー
プ

（
一
般
及
び
団
体
来
館
者
の
対
応
）

　

活
動
時
間　

平
日
及
び
休
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

③
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

（
資
料
館
管
理
、
運
営
の
補
助
）

　

活
動
時
間　

平
日
及
び
休
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 
各
グ
ル
ー
プ
と
も
半
日
ま
た
は

１
日
単
位
の
活
動
も
可
能

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
活
動
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
29
年
３
月
31
日

（
１
年
間
）

■
募
集
対
象
者

　

18
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
く
）

■
受
付
期
間

　

11
月
５
日
㈭
〜
20
日
㈮

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
よ
り
郵
送

ま
た
は
、
資
料
館
窓
口
に
持
参
。

応
募
用
紙
は
、
市
内
図
書
館
、
公

民
館
及
び
資
料
館
窓
口
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

　

窓
口
ま
た
は
電
話
ご
連
絡

　

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
受

付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

小
山
地
区
夜
間
休
日
急
患
セ

ン
タ
ー
及
び
休
日
急
患
歯
科

診
療
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

現
在
の
小
山
地
区
夜
間
休
日
急

患
セ
ン
タ
ー
及
び
休
日
急
患
歯
科

診
療
所
が
移
転
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
移
転
日　

12
月
25
日
㈮

■
移
転
先

　

小
山
市
神
鳥
谷
２
２
５
１

－

７

　

小
山
市
健
康
医
療
介
護
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
内

■
名
称

　

小
山
地
区
夜
間
休
日
急
患
診
療

所
　

休
日
急
患
歯
科
診
療
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務

課　

☎（
22
）２
８
０
９

平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）版

県
民
手
帳
発
売

　

11
月
上
旬
か
ら
県
内
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
・
ロ
ー
ソ
ン
）・
一
部
書
店
・

文
具
店
等
で
お
買
い
求
め
い
た
だ

け
ま
す
。

　

な
お
、
市
役
所
で
の
窓
口
販
売

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
規
格
・
値
段

・
ポ
ケ
ッ
ト
判　

定
価
４
０
０
円

（
税
込　

12
・
４
㎝
×
７
・
６
㎝
）

・
通
常
判　

定
価
５
０
０
円

（
税
込　

14
・
７
㎝
×
８
・
９
㎝
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

「
オ
カ
リ
ナ
の
集
い
」

の
お
知
ら
せ

　

オ
カ
リ
ナ
の
音
で「
ほ
っ
こ
り
」

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
５
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
３
時

■
会
場

　

国
分
寺
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
澤

　

☎
０
９
０

－

８
５
６
９

－

２
４
９
９

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

くらしの情報

編布（あんぎん）コースタ
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Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
主
催
で

職
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
の
3
つ
の
小
学

校
か
ら
児
童
と
保
護
者
14
組
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
日
ご
ろ
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
小
金
井
駅
や
小
山
車
両

セ
ン
タ
ー
で
、
運
転
席
に
入
っ
た

り
、
屋
根
に
あ
が
り
パ
ン
タ
グ
ラ

フ
を
上
げ
下
げ
し
た
り
し
て
、
歓

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
車
両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
線

路
を
横
断
す
る
た
び
に
「
右
よ

し
！
左
よ
し
！
前
よ
し
！
」
と
大

き
な
声
で
確
認
し
、
ド
ア
の
開
閉

を
体
験
し
た
り
、
ブ
レ
ー
キ
な
ど

の
部
品
に
触
れ
た
り
と
貴
重
な
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
両
に
書
い
て
あ
る
記

号
で
、
ど
こ

の
所
属
の
車

両
で
モ
ー
タ

が
つ
い
て
い

る
車
両
は
ど

れ
と
か
、
楽

し
い
お
話
を

聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

小
山
車
両

セ
ン
タ
ー
で

は
、
団
体
で
の
体
験
会
を
随
時
受

け
付
け
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

　

大
宮
支
社
総
務
部
広
報
室

　

☎
0
4
8（
6
4
2
）7
4
2
0

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11

月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰
を
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
配
偶
者
・
パ

ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
や
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等

様
々
な
女
性
の
人
権
問
題
を
め
ぐ

る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

強
化
週
間
中
は
、
女
性
の
人
権

問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
が

担
当
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心

し
て
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

全
国
共
通
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0

※ 

相
談
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

募　

集

小
規
模
特
認
校
制
度
に

よ
る
平
成
28
年
度
児
童
を

募
集
し
ま
す

　

下
野
市
に
お
い
て
小
規
模
特
認

校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
細
谷
小
学

校
及
び
国
分
寺
西
小
学
校
の
平
成

28
年
度
入
学
の
児
童
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
期
間

　

11
月
２
日
㈪

　

〜
12
月
28
日
㈪

■
募
集
人
数

・
細
谷
小
学
校　

５
名
程
度

・
国
分
寺
西
小
学
校　

10
名
程
度

※ 

受
付
期
間
終
了
後
も
申
請
者
数

が
募
集
人
数
に
満
た
な
い
場

合
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
就
学
条
件

・ 

一
年
間
以
上
の
通
年
通
学
が
で

き
る
こ
と

・ 

小
規
模
特
認
校
の
教
育
活
動
や

P
T
A
活
動
等
に
賛
同
、
協

力
で
き
る
こ
と

・ 

通
学
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

負
担
と
責
任
に
お
い
て
行
う

こ
と

■
申
請
方
法

　
「
小
規
模
特
認
校
就
学
申
請
書
」

を
学
校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
は
、
各
小
規
模
特
認
校
、

教
育
総
務
課
窓
口
、
学
校
教
育

課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
ま
す
。

■
留
意
事
項

　

申
請
に
際
し
て
は
、
事
前
に
保

護
者
と
児
童
で
学
校
見
学
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
見
学
に

つ
い
て
は
直
接
学
校
へ
連
絡
し
、

日
程
等
の
調
整
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
許
可
通
知
等

　

平
成
28
年
１
月
末
日
ま
で
に
保

護
者
宛
て
通
知
し
ま
す
。

　

入
学
許
可
後
、
事
実
と
異
な
る

申
請
や
制
度
の
趣
旨
に
添
わ
な
い

事
由
が
生
じ
た
場
合
は
、
入
学
許

可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
52
）１
１
１
８

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
し
も
つ
け
10
月
号
19
ペ
ー

ジ
上
段
の
日
付
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　

学
校
祭
の
開
催
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
正
）
11
月
７
日
㈯

（
誤
）
11
月
８
日
㈯

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

　

職
場
体
験

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介

安全ベルトをつけて屋根の上での体験

車
両
の
下
に
入
り
、モ
ー
タ
ー
や
ブ
レ
ー
キ
を
見
学

4
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ベ
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ら
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集

就　
　

職

くらしの情報

「
海
浜
の
初
日
の
出
」

参
加
者
募
集

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
主
催

の
「
海
浜
の
初
日
の
出
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
初
日
の
出
を
見
た
り
、

正
月
遊
び
な
ど
を
し
た
り
し
な
が

ら
、
家
族
・
仲
閒
と
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
、
新
春
を
迎
え
る
喜
び
を

味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

■
期
日　

12
月
31
日
㈭
〜
平
成
28

年
１
月
１
日
㈮
（
１
泊
２
日
）

■
内
容

全
体
活
動
：
初
日
の
出
鑑
賞

選
択
活
動
：
た
こ
作
り
・
干
支
飾

り
作
り
・
す
ご
ろ
く
作
り
・
プ
ー

ル
・
ス
ポ
ー
ツ
館
活
動
な
ど 

自
由
活
動
：
正
月
遊
び
・
ぐ
に
ゃ

ぐ
に
ゃ
だ
こ
作
り
・
海
岸
散
歩
・

も
ち
つ
き

開
放
施
設
：
海
の
図
書
館
・
海
の

展
示
館
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
等

■
募
集
人
員

　

栃
木
県
民
一
般　

２
５
０
名

※ 

部
屋
の
タ
イ
プ
ご
と
に
募
集
。

定
員
の
組
を
超
え
た
場
合
は
、

部
屋
の
タ
イ
プ
ご
と
に
抽
選
。

①
ロ
ッ
ジ
（
４
〜
８
人
）

　

定
員
10
組

②
和
室
（
４
〜
10
人
）　

　

定
員
４
組

③
洋
室
２
人
部
屋　

定
員
４
組

④
洋
室
３
〜
４
人
部
屋

　

定
員
16
組

⑤
洋
室
５
〜
10
人
部
屋

　

定
員
25
組

■
参
加
費

　

大　

人
５
，４
０
０
円

　

高
校
生
３
，９
０
０
円

　

中
学
生
３
，２
０
０
円

　

小
学
生
３
，０
０
０
円

３
歳
以
上
学
齢
前
２
，２
０
０
円

３
歳
未
満　

３
０
０
円

※ 
食
事
の
希
望
に
よ
っ
て
、
別
途

料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
み
方
法

　

は
が
き
・
F
A
X
・
電
話
・
メ

ー
ル
で
施
設
へ
申
し
込
む
。

・
事
業
名
「
海
浜
の
初
日
の
出
」

・ 

代
表
者
氏
名
（
漢
字
、
ふ
り
が

な
）

・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号

・ 

全
参
加
希
望
者
名
、
性
別
、
12

月
31
日
現
在
の
年
齢
（
学
年
）

希
望
の
部
屋
の
タ
イ
プ

■
締
め
切
り　

11
月
23
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

〒
３
１
１

－

１
４
１
２

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６

－

２

　

☎
0
2
9
1（
37
）4
0
0
4

　

0
2
9
1（
37
）4
0
0
8

　

kaihin-info@
tm
f.or.jp

　
（
指
導
課
担
当　

吉
田
・
出
口
）

下
野
市
の
魅
力
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
〜
見
つ
け
よ
う

美
し
い　

し
も
つ
け
〜
を

実
施
し
て
い
ま
す
！

■
募
集
作
品

　

下
野
の
人
、
物
、
自
然
や
風
景
、

お
祭
り
な
ど
、
下
野
市
の
魅
力
が

伝
わ
る
写
真
。

■
応
募
方
法

　

下
野
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
応
募
す
る

デ
ジ
タ
ル
写
真
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
下

野
市
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
下
野
市
観

光
協
会
及
び
下
野
市
の
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

■
応
募
点
数　

１
人
３
点
ま
で

■
応
募
期
間　

平
成
28
年
１
月
31

日
㈰
ま
で

■
各
賞

　

最
優
秀
賞
１
点
、
賞
金
３
万
円

　

優
秀
賞
１
点
、
賞
金
１
万
円

　

佳
作
数
点
、
賞
金
５
千
円

　

詳
し
く
は
、
下
野
市
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
下
野
市
観
光
協
会

　

〒
3
2
9

－

0
4
3
1

　

薬
師
寺
3
7
2
0

－

1
（
道
の

駅
し
も
つ
け
内
）

　

☎（
39
）6
9
0
0

　

 
http://w

w
w
.shim

otsuke-
ta.com

/

天
平
の
丘
観
光
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
員
募
集

　

天
平
の
丘
公
園
で
春
の
花
ま
つ

り
・
秋
の
菊
ま
つ
り
期
間
中
、
そ

の
他
外
部
の
団
体
等
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
場
合
、
適
時
観
光
ガ
イ
ド

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
市

の
P
R
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
下
野

市
全
体
か
ら
広
く
会
員
を
募
集
募

集
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
天
平
の
丘
公
園
観
光
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会　

　

中
村
恭
子　

☎（
40
）6
9
1
0

5
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道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル　

実
施
中
！

〜
道
の
駅
し
も
つ
け
の
新
鮮
食
材

を
使
っ
て
、
簡
単
！
お
い
し
い
！

調
理
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

道
の
駅
し
も
つ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

料
理
研
究
家　

臼
居
芳
美
先
生

　

N
H
K
「
き
ょ
う
の
料
理
」
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現
在
は

料
理
教
室
を
主
宰
。

■
定
員　

１
回
32
名

■
募
集　

そ
の
回
毎
に
募
集

■
受
付
方
法

　

電
話
（
９
：
30
〜
18
：
00
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
（
9
：
30
〜
24
：
00
）

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※ 

当
選
結
果
は「
参
加
の
し
お
り
」

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，２
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　

 
http://www.kanpi-shimotsuke.

co.jp/open-school/index.html

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　

児
童
等
の
登
校
時
の
交
通
安
全

確
保
の
た
め
、
交
通
指
導
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

３
名
（
男
女
問
わ
ず
）

■
報
酬　

月
額
６
万
円

■
勤
務
日

　

土
日
祝
日
を
除
く
毎
日
、
午
前

７
時
〜
８
時
（
登
校
時
間
帯
の
１

時
間
）

■
採
用
時
期

　

平
成
28
年
４
月

■
勤
務
（
立
哨
）
場
所

・
古
山
小
学
校
南
側
交
差
点

・ 

石
橋
小
学
校
西
側
交
差
点

・ 

国
分
寺
西
小
学
校
県
道
入
口
横

断
歩
道

の
い
ず
れ
か
の
場
所　

■
仕
事
内
容

・ 
児
童
、
園
児
等
の
登
校
時
の
交

通
安
全
確
保

・ 

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
対

す
る
交
通
指
導

・ 

交
通
安
全
に
関
す
る
広
報
啓
発

活
動
の
推
進

・ 

市
の
各
種
行
事
に
お
け
る
交
通

整
理
誘
導

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮

■
応
募
資
格

・ 

市
内
に
居
住
す
る
、
20
歳
以
上
、

70
歳
未
満
の
者

・ 

身
体
強
健
で
あ
っ
て
、
交
通
に

関
す
る
法
令
に
通
じ
、
か
つ
、

指
導
力
を
有
す
る
者

・ 

市
が
指
定
す
る
場
所
で
交
通
指

導
が
で
き
る
者

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
下
野
市
役
所
国
分
寺
庁
舎
２

階
安
全
安
心
課
へ
直
接
提
出
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
に
つ
い

て
　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

を
養
成
す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒

業
予
定
者
等
を
対
象
に
採
用
し
、

３
年
終
了
時
に
は
高
等
学
校
卒
業

の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

在
学
中
は
特
別
職
国
家
公
務
員

と
し
て
学
生
手
当
が
支
給
さ
れ
、

卒
業
後
は
陸
上
自
衛
隊
の
ほ
か
、

防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
、

航
空
学
生
な
ど
様
々
な
進
路
に
進

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

中
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
含
）

17
歳
未
満
の
方
（
平
成
28
年
４
月

１
日
現
在
）

■
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈯

〜
平
成
28
年
１
月
８
日
㈮

■
試
験
期
日
等
（
１
次
試
験
）

　

平
成
28
年
１
月
23
日
㈯

※ 

受
験
会
場
は
別
途
ご
連
絡
し
ま

す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）４
７
６
３

月日 曜日 時間 テーマ（メニュー） 申込受付日

12/11 金

10：30～
13：00 アンコール！

ローストビーフで祝うXmasディナー
（ローストビーフ・リゾット）

11/11
14：30～
17：00

1/18 月 10：30～
13：00

The JAPAN　美味しい出汁教室
（煮干編）（ブリ大根・せりご飯・味噌汁（煮干）） 12/16

※内容は、変更になる場合があります。

スケジュール　※開催時間が二部制の場合には、いずれかをお選びください。
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下
野
そ
ば
打
ち
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

　

そ
ば
打
ち
技
術
向
上
と
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
、
県
内

に
10
箇
所
、
総
勢
1
9
2
名
の
会

員
が
所
属
す
る「
と
ち
ぎ
蕎
和
会
」

傘
下
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

そ
ば
打
ち
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
ら
一
緒
に
技
術
を
磨
き
ま
せ
ん

か
。
全
麺
協
定
会
で
認
定
し
た
会

員
が
指
導
し
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に

美
味
し
い
そ
ば
を
打
て
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
第
２
・
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※ 

会
場
の
都
合
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館

■
費
用

　

入
会
金　
　

1
，0
0
0
円

　

半
期
会
費　

1
，0
0
0
円

　

例
会
費　

そ
ば
粉
等
実
費

　

体
験
は
1
，0
0
0
円

※
全
て
、
当
日
集
金

※
見
学
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
野

　

☎
0
9
0（
2
1
5
6
）3
3
9
2

相　

談

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
巡

回
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

　

就
労
総
合
相
談
員
と
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
労
に
関

す
る
巡
回
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
活
動
の
心
構
え
や

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け

方
な
ど
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
も

併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　

巡
回
相
談
及
び
セ
ミ
ナ
ー
は
無

料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

総
合
相
談
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
及
び
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
は

予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、
開
催

日
の
前
日
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
巡
回
相
談
の
内
容
（
要
予
約
）

○
総
合
相
談
（
先
着
３
名
）

　

ど
の
よ
う
な
悩
み
が
あ
る
か
お

話
を
お
う
か
が
い
し
、
情
報
の
提

供
や
相
談
窓
口
の
ご
案
内
を
し
ま

す
。

　

就
職
に
関
す
る
悩
み
・
不
安
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
・
生
活
資
金
、

住
宅
に
関
す
る
情
報
提
供　

等

○
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
先
着
３
名
）

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

自
分
の
経
験
・
能
力
・
価
値
観
・

興
味
な
ど
を
見
つ
め
な
お
し
、
再

確
認
す
る
こ
と
で
自
分
の
方
向
性

の
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

・
適
正
職
業
診
断

　

パ
ソ
コ
ン
で
あ
な
た
の
適
職
に

つ
い
て
診
断
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

・
就
職
相
談

　

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受

け
方
の
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

○
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
（
要
予
約
）

テ
ー
マ
：
就
職
活
動
の
心
構
え
、

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け

方参
加
人
数
：
先
着
15
名

■
期
日　

12
月
10
日
（
木
）

■
時
間

セ
ミ
ナ
ー
：
午
前
10
時
30
分
〜
正

午相
談
会
：
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

　

道
の
駅
し
も
つ
け
研
修
室

■
申
し
込
み
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
労
働
政
策
課

　

ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
担
当

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
2
2
6

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
相
談

　

県
内
４
か
所
の
労
政
事
務
所
で

「
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
を
抱
え
て
い
る
方
、

そ
の
ご
家
族
や
上
司
・
同
僚
の
方

か
ら
の
相
談
に
、
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

■
相
談
形
態　

事
前
予
約
に
よ
る

面
談
、
電
話
相
談

■
相
談
予
約　

相
談
予
約
の
受
付

は
、
平
日
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
で
す
。
相
談
希
望
日

の
３
日
前
ま
で
に
相
談
を
希
望
す

る
労
政
事
務
所
へ
ご
予
約
く
だ
さ

い
。（
土
日
祝
日
を
除
く
。）

■
相
談
場
所
・
相
談
日

・
宇
都
宮
労
政
事
務
所

　

毎
月
第
２
金
曜
日　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
0
2
8（
6
2
6
）3
0
5
3

　
（
宇
都
宮
市
竹
林
町
1
0
3
0

－

2　

県
庁
河
内
庁
舎
５
階
）

・
小
山
労
政
事
務
所

毎
月
第
４
金
曜
日　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎（
22
）4
0
3
2

　
（
小
山
市
犬
塚
3

－

1

－

1　

県
庁
小
山
庁
舎
３
階
）

・
大
田
原
労
政
事
務
所

　

毎
月
第
３
水
曜
日　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
0
2
8
7（
22
）4
1
5
8

　
（
大
田
原
市
中
央
１

－

９

－

９

　

県
庁
那
須
庁
舎
１
階
）

・
足
利
労
政
事
務
所

　

毎
月
第
１
水
曜
日　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
0
2
8
4（
41
）1
2
4
1

　
（
足
利
市
伊
勢
町
４

－

19　

県

庁
足
利
庁
舎
２
階
）

※ 

相
談
日
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
労

政
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

　

11
月
26
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　
生
田
目
安
夫　

☎（
52
）２
３
５
０

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

　

11
月
11
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一　

☎（
21
）６
３
１
２

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　

栃
木
県
で
は
、
各
市
町
、
県
弁

護
士
会
、
県
司
法
書
士
会
等
の
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
借
金
問
題

解
決
の
た
め
の
消
費
者
向
け
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

11
月
12
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
５
時

■
相
談
会
場

　

栃
木
県
庁
研
修
館
２
０
２
研
修

室
　

宇
都
宮
市
塙
田
１

－

１

－

20

■
申
し
込
み
先

　

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８（
６
２
５
）２
２
２
７

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
民
生
活
部
く
ら
し
安

全
安
心
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
４
４

無
料
調
停
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　

宇
都
宮
調
停
協
会
の
活
動
と
し

て
、
最
高
裁
判
所
委
嘱
に
よ
る
無

料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

11
月
９
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　

宇
都
宮
市
役
所
14
階
大
会
議
室

■
相
談
内
容

　

交
通
事
故
、
金
銭
の
貸
借
（
消

費
者
金
融
、
そ
の
他
）、
土
地
・

建
物
の
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
扶

養
、
そ
の
他
民
事
・
家
事
に
関
す

る
一
切
の
相
談

■
問
い
合
わ
せ
先

①
民
事
関
係

　

宇
都
宮
簡
易
裁
判
所

　

☎
０
２
８（
３
３
３
）０
０
３
０

②
家
事
関
係

　

宇
都
宮
家
庭
裁
判
所

　

☎
０
２
８（
３
３
３
）０
０
４
２

就　

職

臨
時
保
育
士
等
を
募
集
し

て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

保
育
士
：
時
給　

１
，０
５
０
円

保
健
師
：
自
給　

１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

① 

フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

平
成
27
年
度
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
職
員
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日

〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方■
申
込
方
法

　

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

に
お
い
て
試
験
要
綱
・
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
書
は

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.tss.or.jp/

jim
u/index.shtm

l

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
郵
送
希

望
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
（
角
２

型
、
１
２
０
円
切
手
貼
付
、
宛
先

明
記
）を
同
封
し
、「
申
込
書
希
望
」

と
記
し
て
左
記
ま
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。）

■
申
込
期
間

　

11
月
16
日
㈪
〜
11
月
26
日
㈭

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
試
験
日

１
次
：
12
月
13
日
（
日
）

２
次
：
平
成
28
年
１
月
上
旬
（
第

１
次
試
験
日
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。）

■
試
験
内
容

１
次
：
教
養
試
験
（
高
卒
程
度
）・

適
応
性
検
査

２
次
：
作
文
・
口
述
試
験

■
会
場

　

栃
木
県
自
治
会
館

■
問
い
合
わ
せ
先　

〒
3
2
0

－

0
0
3
2　

宇
都
宮
市
昭
和
１

－

２

－

16　

栃

木
県
自
治
会
館
２
階

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

総
務
課　

☎
0
2
8（
6
2
5
）

3
0
1
1
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物
干
し
ざ
お
の
移
動
販
売
で
は
、

市
価
の
数
倍
も
の
金
額
を
請
求
し
、

威
圧
的
な
態
度
で
支
払
い
を
強
要

す
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
領
収
証

を
渡
さ
れ
な
か
っ
た
り
架
空
の
連

絡
先
で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
業

者
と
の
返
金
交
渉
は
極
め
て
困
難

で
す
。
購
入
前
に
き
ち
ん
と
価
格

を
確
認
し
、
納
得
で
き
な
い
場
合

は
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

す
ご
ま
れ
て
恐
怖
を
感
じ
た
場

合
は
、
近
所
の
人
や
警
察
に
助
け

を
求
め
ま
し
ょ
う
。

不
審
に
思
っ
た
ら
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

『
企
業
が
元
気
！

　

み
ん
な
も
元
気
！
』

職
場
に
お
い
て
も
、
従
業
員

の
一
人
ひ
と
り
が
、
性
別
に
関

係
な
く
い
き
い
き
と
働
け
る
職

場
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
企
業
の
成
長
や
活
力

に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

職
場
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

営
業
職
に
女
性
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
、
課
長
以
上
の
管
理
職

は
男
性
が
大
半
を
占
め
て
い
る
、

な
ど
社
員
の
男
女
間
で
業
務
内

容
や
昇
進
に
差
が
生
じ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
と
き
、
企
業
が
積
極
的
に
格

差
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
取
組

を
『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
』
と
呼
び
ま
す
。　

採
用
規
定
や
昇
進
基
準
、
業

務
分
担
を
見
直
し
た
り
数
値
目

標
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
増
や
し
、
だ
れ
も

が
能
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
づ

く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
期
待
で
き
る
取
組

の
効
果
と
し
て
は
、
社
内
の
業

務
改
革
が
進
展
し
職
場
が
活
性

化
す
る
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
が
向

上
す
る
な
ど
、
企
業
経
営
に
も

プ
ラ
ス
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

ご
ぼ
う
は
、
か
ん
ぴ
ょ
う

や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
イ
チ
ゴ
と

と
も
に
下
野
市
の
特
産
品
で
す
。

キ
ク
科
の
根
菜
類
で
根
や
葉
を

食
用
と
し
て
よ
く
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
栃
木
県
は
全
国
第
7

位
の
生
産
量
で
す
。
そ
の
中
で

下
野
市
は
第
1
位
で
す
。

現
在
は
全
国
的
に
長
い
ご

ぼ
う
が
主
流
で
す
が
、
以
前
は

関
西
地
方
で
耕
土
が
浅
い
た
め
、

短
い
ご
ぼ
う
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
下
野
市
の
ご
ぼ
う
は

人
気
が
あ
り
関
西
方
面
へ
も
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
ぼ
う
の
根
は
、
世
界
で

も
日
本
と
韓
国
で
し
か
食
べ
な

い
そ
う
で
す
。
外
国
の
方
が
見

る
と
、
木
の
根
に
見
え
る
そ
う

で
、
木
の
根
を
食
べ
る
日
本
人

は
、
さ
ぞ
不
思
議
な
も
の
を
食

べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ご
ぼ
う
に
は
食
物
繊

維
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
多
く

含
ま
れ
、
抗
酸
化
作
用
や
便
秘

の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

ま
す
。

ご
ぼ
う
の
美
味
し
い
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ

う
、
て
ん
ぷ
ら
や
牛
肉
の
し
ぐ

れ
煮
、
け
ん
ち
ん
汁
な
ど
、
主

役
と
し
て
、
ま
た
脇
役
と
し
て
、

美
味
し
い
下
野
市
の
ご
ぼ
う
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

秋
の
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
ご
ぼ
う
を
食
べ
て
、
前
を

走
る
ラ
イ
バ
ル
達
を
「
ご
ぼ
う

抜
き
」
に
し
ま
し
ょ
う
！

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ぬ
」で
す

物
干
し
ざ
お
に
10
万
円
?!

移
動
販
売
に
ご
注
意
を
！

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 51ページ
吉田村まつり今年は２回目のか
いさで、ますますいい雰囲気▶

まちがいさがし

わかるかな？

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
全
安
心
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
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くらしの情報

小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
8 9 10 11 12 13 14
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
15 16 17 18 19 20 21
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
22 23 24 25 26 27 28
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
29 30
③⑤ ④⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134 ※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

10日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

17日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
18日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
11月10・17日、12月１・８日

（いずれも火曜日）
児童母子相談 11月24日㈫

会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
11月9･16日､ 12月7日

（いずれも月曜日）
法律相談 11月12日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
11月13・20日、12月４・11日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　11月27日㈮

会場：ふれあい館
■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

11
月
天平公園 ＪＡおやま女性会国分寺支部

花広場 お話ポケットの会

12
月
天平公園 市勤労者協議会

花広場 陶芸クラブ

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期限　11月30日㈪
固定資産税・都市計画税 第３期
国民健康保険税 第５期
介護保険料 第５期
後期高齢者医療保険料 第５期
国民年金保険料 10月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 1 4 日㈯
場所 南河内児童館  

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

11
November

きらら館は
トレーニング室
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自治基本条例

国内・国際交流事業

くらしの情報（イベントカレンダー）

国際交流員マシアスのコラム

今月
の
表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
看
板
の
高
さ　

②
ｍ
の
形　

③
ブ
ロ
ッ
ク
の
数

今月の何の日

11
月
28
日

太
平
洋
記
念
日

　

１
５
２
０
（
永
正
17
）
年
の
こ
の
日
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
航
海
者
・
探
検
家
の
マ
ゼ
ラ
ン

が
、
南
米
大
陸
南
端
の
海
峡
（
マ
ゼ
ラ
ン
海

峡
）
を
通
過
し
て
太
平
洋
に
到
達
し
ま
し
た
。

　

太
平
洋
で
の
航
海
は
、
暴
風
雨
も
な
く
穏

や
か
な
天
候
が
続
い
た
た
め
、
マ
ゼ
ラ
ン
は

こ
の
海
をPacific O

cean

（
平
穏
な
大
洋
）

と
名
付
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
で

こ
のPacifc

に
あ
た
る
言
葉
は
「
泰
平
（
太

平
）
」
で
あ
り
、Pacific O

cean

は
「
太
平

洋
」
と
訳
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
「
大
西
洋
」
は
文
字
ど
お
り

「
西
に
広
が
る
大
き
な
海
」
と
い
う
意
味
か

ら
「
大
」
の
字
が
、
太
平
洋
に
は
前
述
の
語

源
か
ら
「
太
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
航
海
は
ま
さ
に
命
懸
け
で
、
遭
難
・

敵
か
ら
の
襲
撃
・
疫
病
な
ど
で
乗
組
員
の
生

存
率
は
20
％
に
も
満
た
な
い
ほ
ど
で
し
た
が
、

領
土
の
獲
得
や
貿
易
な
ど
に
よ
っ
て
一
夜
で

莫
大
な
富
と
名
声
を
手
に
す
る
可
能
性
も
あ

る
、
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
な
世
界

で
し
た
。

　

当
の
マ
ゼ
ラ
ン
も
こ
の
航
海
の
途
中
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
闘
に
て
命
を
落
と
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
彼
の
率
い
た
船
（
ビ
ク
ト

リ
ア
号
）
は
残
さ
れ
た
乗
組
員
た
ち
と
と
も

に
人
類
初
の
世
界
一
周
を
成
し
遂
げ
、
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
地
球
が
丸
い
こ
と
が
実
証
さ

れ
ま
し
た
。

　

太
平
洋
横
断
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
か

な
り
無
謀
な
挑
戦
か
ら
多
く
の
実
績
を
残
し

た
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

た
ま
に
は
海
を
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

小山車両センターは、市内にある東日本旅客鉄道㈱大
宮支社の車両基地です。宇都宮線を走る車両の車庫とし
て開設されました。現在は、E231 系の車両を主に、様々
な車両の修理などを行っています。市内の小学生を対象
に職場体験が行なわれ、子どもにとっても、大人にとっ
ても、楽しい体験ができました。詳細は 44 ページをご覧
ください。



■人口と世帯（10月１日現在）
　　人口／60,215人（-22）、男性／29,971人（-12）、女性／30,244人（-10）、世帯数／22,879世帯（+7）

私
が
下
野
市
に
住
み
始
め
て
か
ら
す

で
に
一
年
が
過
ぎ
、
様
々
な
楽
し
い
経

験
を
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
、
栃
木
県
、

そ
し
て
下
野
市
で
生
活
す
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
と
何
度
も
何
度
も
思
い
ま
し

た
。
下
野
市
の
方
々
は
と
て
も
親
切
で
、

私
に
温
か
い
歓
迎
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
食
べ
物
は
お
い
し
い
し
、
美
し

い
風
景
、
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
下
野
市
の
近
く
に
私
が
大
好
き

な
天
然
温
泉
が
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、

ゆ
う
ゆ
う
館
な
ど
公
衆
浴
場
が
あ
る
の

で
、
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

下
野
市
の
公
衆
浴
場
に
行
く
と
、
詐

欺
へ
の
注
意
喚
起
の
ポ
ス
タ
ー
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
詐
欺
と
言
え
ば
、
私
が

約
10
年
前
に
日
本
に
初
め
て
来
た
と
き
、

日
本
で
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
被
害
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
は
ド
イ
ツ
で
も
よ
く
起

こ
っ
て
い
る
犯
罪
で
す
。
実
は
数
年
前
、

私
の
祖
母
の
と
こ
ろ
に
孫
（
私
で
す
ね
）

を
装
っ
た
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
電
話

が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ラ
ッ
キ
ー
な

こ
と
に
、
祖
父
母
と
私
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
く
と
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

す
ぐ
詐
欺
に
気
づ
き
、
事
な
き
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
他
の
人
々
は
そ
う
ラ
ッ
キ
ー

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ

で
最
近
次
の
よ
う
な
詐
欺
に
よ
る
悲
劇

が
お
き
ま
し
た
。

仕
事
を
定
年
退
職
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー

さ
ん
の
も
と
に
、
あ
る
男
性
Ａ
か
ら
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
な
ん

と
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
４
３
，

０
０
０
€
が
懸
賞
で
当
た
り
ま
し
た
！

と
言
っ
て
き
た
の
で
す
。
さ
ら
に
Ａ
は
、

そ
の
獲
得
し
た
お
金
を
送
る
た
め
、
ま

ず
送
金
手
数
料
２
０
０
€
を
入
金
す
る

よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー

さ
ん
は
す
ぐ
に
詐
欺
だ
と
気
づ
き
、
電

話
を
切
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
10
分
後
、
警
察
と
名
乗
る

別
の
男
性
Ｂ
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
人
は
Ａ
を
詐
欺
の
常
習
犯

だ
と
説
明
し
、
そ
の
犯
人
を
掴
ま
え
る

手
が
か
り
を
得
る
た
め
に
、
ウ
ォ
ル
タ
ー

さ
ん
に
先
程
の
送
金
手
数
料
２
０
０€

を

入
金
す
る
よ
う
言
い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ル
タ
ー
さ
ん
は
、
警
察
の
捜
査

を
助
け
る
た
め
と
信
じ
て
、
銀
行
口
座

に
２
０
０
€
を
入
金
し
ま
し
た
。
そ
し

て
一
週
間
後
、
Ｂ
か
ら
ま
た
電
話
が
あ
り
、

ウ
ォ
ル
タ
ー
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で

Ａ
を
逮
捕
し
た
と
報
告
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
捜
査
協
力
の
お
礼
と
し
て

４
０
０
，０
０
０
€
の
報
奨
金
が
ウ
ォ
ル

タ
ー
さ
ん
に
与
え
ら
れ
る
と
告
げ
ま
し

た
。
さ
ら
に
Ｂ
は
、
報
奨
金
を
渡
す
前

に
税
金
（
10
％
）
が
必
要
に
な
る
の
で

４
０
，０
０
０
€
を
入
金
す
る
よ
う
求
め

て
き
ま
し
た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
さ
ん
は
犯

人
逮
捕
を
聞
い
て
と
て
も
嬉
し
く
な
り
、

す
ぐ
に
税
金
だ
と
い
う
４
０
，０
０
０
€

を
入
金
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
週
間
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
さ

ん
は
夢
で
も
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
報

奨
金
４
０
０
，０
０
０
€
で
何
を
買
お
う

か
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
週
間

経
っ
て
も
ま
だ
報
奨
金
が
送
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
の
で
、
も
う
一
度
Ｂ
に
電
話

し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
Ｂ
は
、
口
座

番
号
を
間
違
え
た
の
で
、
も
う
一
度
４
０
，

０
０
０
€
を
入
金
し
て
ほ
し
い
と
言
い

ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
ウ
ォ
ル
タ
ー

さ
ん
は
言
わ
れ
た
通
り
に
４
０
，０
０
０

€
を
入
金
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

送
ら
れ
て
く
る
は
ず
の
な
い
お
金
を
10

日
間
待
ち
続
け
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
さ
ん
は

や
っ
と
本
物
の
警
察
に
連
絡
し
、
こ
の

一
連
の
事
件
が
詐
欺
だ
と
発
覚
し
ま
し

た
。つ

ま
り
、
男
性
Ａ
と
Ｂ
は
仲
間
だ
っ

た
の
で
す
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
さ
ん
は
最
初

に
２
０
０
€
の
詐
欺
を
見
抜
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
結
局
８
０
，２
０
０
€

を
だ
ま
し
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
が
こ
の
話
を
紹
介
し
た
の
は
、
世

界
の
国
で
、
様
々
な
詐
欺
の
被
害
が
起
き

て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
に
伝
え
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
ウ
ォ

ル
タ
ー
さ
ん
は
一
人
で
住
ん
で
い
て
誰

に
も
相
談
し
な
か
っ
た
か
ら
、
だ
ま
さ

れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私

は
日
本
に
一
人
で
住
ん
で
い
る
ド
イ
ツ

人
で
す
が
、
下
野
市
に
は
親
切
な
人
が

周
り
に
た
く
さ
ん
い
て
、
何
か
困
っ
た
り
、

不
審
な
出
来
事
が
あ
る
と
す
ぐ
に
相
談

が
で
き
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
12
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　

ド
イ
ツ
発
祥
と
い
わ
れ
る
ア
ド
ベ
ン

ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で

の
日
数
を
数
え
る
た
め
の
特
別
な
カ
レ

ン
ダ
ー
で
す
。
国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア

ス
さ
ん
と
一
緒
に
ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
っ
て
、
一
味
違
う
ク
リ
ス
マ

ス
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
は

も
ち
ろ
ん
大
人
の
方
も
大
歓
迎
で
す
！

■
日
時　

11
月
28
日
㈯　

午
後
２
時
〜

（
２
時
間
程
度
）

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館
第
一
研
修
室

■
定
員　

20
名
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
申
込
期
間　

11
月
９
日
㈪
〜
25
日
㈬

■
参
加
費

　

ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
一
つ
に
つ
き

　

一
般　

５
０
０
円

　

国
際
交
流
協
会
会
員　

４
０
０
円

　
（
当
日
集
金
し
ま
す
）

■
持
ち
物　

は
さ
み
、の
り
、色
マ
ジ
ッ

ク
、
お
菓
子
（
※
）、
作
品
持
ち
帰
り

用
の
大
き
い
袋

※
お
菓
子
に
つ
い
て

　

個
別
包
装
さ
れ
て
い
る
お
菓
子
を
24

個
以
上
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、

色
々
な
味
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
小
さ
い

ク
ッ
キ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

　

sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　

ド
イ
ツ
の
詐
欺

経なし番

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]

 
■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課
 

■
U
RL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

平
成
27年

11月
号
 ■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
小
金
井
1127番

地
　
■
TEL:0285-40-5550

／
FAX:0285-40-5572 

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（40）5550情報広報グループまで
ご連絡ください。

携帯電話
市ホームページ

PC・スマホ
市ホームページ

TAKE FREE

国際交流


